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令和元年 5 月 23 日（木）  

10 時 00 分～   時  分  

全員協議会室  

 

（委 員）野藤委員長、小川副委員長 

      沖田委員、西川委員、永見委員、佐々木委員、道下委員、西田委員 

（議 長・委員外議員） 

（総務文教委員会 所管管理職） 
〔総  務  部〕砂川総務部長、山根総務課長、馬場防災安全課長 
〔地域政策部〕岡田地域政策部長、岡橋政策企画課長、邉まちづくり推進課長 

宮崎関連施設支援室長 
〔金城支所〕  吉永支所長 
〔旭 支 所〕  塚田支所長 
〔弥栄支所〕  岩田支所長 
〔三隅支所〕  田城支所長 
〔教育委員会〕石本教育長、河上教育部長、湯浅教育総務課長、市原学校教育課長 

村瀧学校教育課副参事、牛尾学力向上推進室長、村木生涯学習課長 
外浦文化振興課長 

〔消防本部〕  中村消防長、尾崎予防課長、本田警防課長 
（事務局） 篠原書記 

 
議  題  

1 執行部報告事項  

（ 1）令和 2 年度国県重点要望事項について  

（ 2）令和元年度浜田市総合防災訓練について  

（ 3）平成 30 年度空き家バンク制度の利用状況について  

（ 4）島根県立大学等の入学状況について  

（ 5）敬老乗車券交付事業及び運転免許自主返納支援事業の申請状況等について  

（ 6）浜田市生活路線バス等の利用実績について  

（ 7）リハビリテーションカレッジ島根の学生確保に向けた取り組みについて  

（ 8）平成 30 年度青少年サポートセンターの利用状況について  

（ 9）平成 30 年度学力向上総合対策事業実績報告書  

（ 10）はまだっ子共育プロジェクト実践集について（冊子は印刷物を配布）  

（ 11）浜田市社会教育アドバイザーの委託及び平成 30 年度の活動について  

（ 12）平成 30 年度浜田市立図書館全館の利用状況  

（ 13） (仮称 )浜田歴史資料館検討会の検討状況について  

（ 14）浜田市における住宅用火災警報器の設置状況について  

（ 15）今年度の消防団車庫統合について  

（ 16）島根県消防大会及び島根県消防操法大会の開催について  

（ 17）  その他  



（配布物）  

  〇令和元年度学校職員名簿  

  ○令和元年度園児・児童・生徒数一覧  

  ○令和元年度浜田市立公民館館長・主事名簿  

2 政策討論会のテーマについて  

3 その他  

 



市担当部 № 要　望　項　目

1 浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について

2 米軍機による低空飛行訓練の中止について

健康福祉部 3 医師・看護師等医療従事者確保対策等について

産業経済部 4 新たな高速料金割引制度の導入について

5 重要港湾浜田港について

6 高規格道路の整備促進について【新規】

7 浜田川総合開発事業の早期完成と矢原川ダムの事業推進について

県知事要望 7件合　計

令和2年度国県重点要望事項
総括表（県知事要望分）

　

総務部

都市建設部

令和元年5月23日 

総務文教委員会資料 
市 長 公 室 
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市担当部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

8 浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について 〇

9 米軍機による低空飛行訓練の中止について 〇

健康福祉部 10 医師・看護師等医療従事者確保対策について 〇

11 島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について

12 新たな工業団地の整備について

13 石見神楽を活用した更なる観光振興の推進について【新規】

14 新たな高速料金割引制度の導入について 〇

都市建設部 15 高規格道路の整備促進について【新規】 〇

自治区間を20分で連絡する道路整備について

（1）主要地方道

　① 弥栄旭インター線小坂Ⅲ工区(小坂)　

　② 三隅美都線(向野田～河内)

（2）林道【要望先：農林水産部】

　① 林道足尾線　

　② 林道金城弥栄線、三隅線　

都市建設部
まちづくりを支援する県道の幹線道路ネットワークの早期完成と生活関連道路の
整備について

（1）主要地方道浜田八重可部線の歩道整備について  

（2）主要地方道田所国府線の改良について

　① 入野工区（桜江金城線交差点～江津境）

　② 本郷工区(浜田作木線交差点～木田境)

　③ 戸川工区（新戸川橋～栃谷橋）

（3）主要地方道浜田美都線の改良について

（4）継続事業の促進について

　① 主要地方道田所国府線　宇野Ⅱ工区

　② 主要地方道桜江金城線　追原工区（大元～福原）

　③ 主要地方道浜田八重可部線

地域を支える道路網の整備について

（1）一般国道186号のトンネル整備について【金城】

（2）一般国道186号後野地内の登坂車線整備について

（3）一般国道186号上来原地内歩道整備について

（4）一般国道186号上来原～波佐地内路肩拡幅整備について

（5）一般県道今福芸北線（久佐～小国）の改良について

（6）一般県道一の瀬折居線（周布地～櫟田原）の改良について

産業経済部

総務部

17

16

18

総括表（部長以下要望分）

都市建設部
※一部産業経済部

都市建設部
※一部産業経済部
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市担当部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

（7）一般県道浜田商港線の交差点改良について（起点側～青川バス停）

（8）県営農道整備事業について【要望先：農林水産部】

　① 農山漁村地域整備交付金農地整備事業　新開佐野地区

　② 県営農村地域防災減災事業　横山地区

　③ 県営一般農道（集落間）はまだ中央地区

　④ 県営一般農道（集落間）田原地区

（9）継続事業の促進について

　① 一般県道黒沢安城浜田線  長見工区（名古田橋～11号橋）

　② 一般県道三隅井野長浜線

　③ 一般県道美川周布線　穂出工区

　④ 一般県道波佐芸北線　波佐工区

　⑤ 一般国道186号長田2工区（雪寒対策）

　⑥ 主要地方道旭戸河内線　上来尾地区　災害防除事業

　⑦ 一般県道益田種三隅線　西河内工区

　⑧ 一般県道一の瀬折居線　室谷工区

小さな拠点を支える道づくりについて【新規】

（1）一般県道三隅井野長浜線（下今明～小原）の改良について

20 浜田川総合開発事業の早期完成と矢原川ダムの事業推進について ○

「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくりの推進について

（1）周布川河口堆積土砂の浚渫について

（2）下府川河口堆積土砂の浚渫について

（3）唐鐘川河口堆積土砂の浚渫について

（4）久代川河口堆積土砂の浚渫について

（5）小国川河川整備事業について

（6）三隅川河口堆積土砂の浚渫について

（7）浜田川環境整備について（亀山橋～三宮橋上流）

県民の生命や財産を守る砂防事業等の推進について

（1）砂防事業（潰谷川）について

（2）砂防事業（本郷川）について【新規】

（2）砂防事業（治和川）について

（3）砂防事業（外ノ浦谷川）について

（4）地すべり対策事業について【要望先：農林水産部】

　①高野地区地すべり対策事業【新規】

　②新規事業化予定地区【要望先：農林水産部】【新規】

　③浜田地区地すべり防止施設長寿命化対策工事【要望先：農林水産部】

重要港湾浜田港について ○

23

都市建設部
※一部産業経済部

都市建設部
※一部産業経済部

21

19

都市建設部

22
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市担当部 № 要　望　項　目 備考
(知事要望の有無)

（1）荷役業務の安全確保について ○

（2）泊地、航路等の整備について ○

（3）浜田港港湾施設使用料減免に係る対象貨物の拡充について

（4）特殊車両の「誘導車配置条件」道路の改善について

（5）貿易振興に対する支援について【要望先：商工労働部】

　① 浜田港振興会の運営支援について

　② 取扱貨物量の増加や販路拡大及び市場開拓支援のための各種プロジェクトの推進について

　③ 大型基幹貨物を取り扱う企業の誘致の推進について

（6）ガントリークレーンの整備に伴うバース内の荷役設備の増設等について

（7）浜田港のパイロット（水先案内人）及び曳船（タグボート）の確保について

（8）新倉庫の整備について【新規】 ○

都市建設部 海岸保全事業の促進について

（1）三隅港海岸（湊浦地区）

25 地籍調査事業の予算確保について

教育部 26
島根県統一仕様もしくは複数市町村統一仕様の統合型校務支援システムの導入促進と
財政支援について【新規】

部長以下要望　19件（知事要望7件を含む）

23

24

合　計

都市建設部
※一部産業経済部
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令和 2 年度国県重点要望事項 
 

1  浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について 

                           【要望先：防災部】 

浜田港につきましては、国指定の重要港湾として整備され、官民一体となって利用促進に

取り組んでいるところです。 

日頃の海上自衛隊艦艇の公開や災害時における隊員の迅速かつ献身的な救助活動により、

自衛隊に対する信頼感は高まってきており、海上自衛隊艦艇の浜田港寄港は、市民にとって

大きな安心につながるものと思っております。また、地元経済にとりましても、海上自衛隊

艦艇の物資の補給など、非常に大きな効果があるものと考えております。 

つきましては、海上自衛隊艦艇の物資補給基地の誘致に向けてご支援を賜りますよう格別

のご高配をお願いします。 

 

2  米軍機による低空飛行訓練の中止について 

                               【要望先：防災部】 

知事におかれましては、米軍機の低空飛行訓練による騒音問題につきまして、米軍機騒音

等対策協議会とともに外務省、防衛省に要望活動を行っていただき、深く感謝を申し上げま

す。 

しかしながら、米軍機の低空飛行訓練による住民への耐え難い騒音被害は引き続き発生し

ており、事故への不安に悩まされるなど、日常生活に様々な悪影響を与え続けています。こ

の現状に鑑み、低空飛行訓練が行われないよう、米軍関係当局に対し、更なる強力な対応を

してもらうよう、国への働きかけをお願いします。 

また、騒音被害が解消されるまでの間、国が責任を持って騒音や安全性に対する住民の不

安を軽減するための措置をとることについても、引き続き働きかけをお願いします。 

 

3  医師・看護師等医療従事者確保対策について 

                        【要望先：健康福祉部】 

医師をはじめとする医療従事者につきまして、奨学金制度や島根大学との連携、しまね地

域医療支援センターの活動など、様々な取組を行っていただいており、深く感謝を申し上げ

ます。 

平成 30年度には、7名もの医師を島根大学から当市の医療機関へ派遣いただいており、浜

田圏域の医師の充足率も 71.1％から 76.4％へと改善しております。 

しかしながら当市では、依然として中核病院における診療科の偏在が顕著であり、常勤医

のいない診療科は変わらず、住民の不安は払拭されておりません。加えて、地域の医療を支

える開業医の高齢化も進み、身近な医療機関の減少が危惧されております。 

また、看護師や薬剤師等の医療従事者につきましては、増加傾向にあるものもありますが、

まだまだ十分ではありません。 

昨年 7 月に公布された改正医療法及び医師法に基づき、医師の偏在解消に向け、医師確保

計画を策定されると伺っております。 

今後も多様化する地域住民のニーズに対応できるよう、医療従事者の確保や診療科の偏在

の解消につきまして、引き続きご支援を賜りますよう格別のご高配をお願いいたします。 

 

4  新たな高速料金割引制度の導入について 

 【要望先：土木部】 

高速道路の割引制度見直しや消費税増税に伴う料金の見直しは、中小事業者が産業経済の

中心である石見地域において、企業活動や観光業界に大きな影響を与えています。 

令和元年 5 月 23 日 

総務文教委員会資料 

市 長 公 室 
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特に物流におきましては、大手運送会社による配送料の大幅な値上げが、ネットショップ

や宅配を中心とする地元事業者の経営を直撃しています。中でもトラック貨物の物流コスト

の増大は、高速道路利用の減少につながり、輸送時間の短縮に大きく影響することから、石

見地域における産業振興の取組に大きな影響が出ると懸念しております。 

また、軽・普通自動車の休日割引の引き下げ、消費税増税に伴う料金の見直しといった高

速料金の負担増は、休日に高速道路を利用し、石見地域の観光施設を利用する動機が薄れ、

観光客誘客にも大きな影響が出ると懸念しております。 

さらに、島根県東部との比較におきましても、中国横断自動車道尾道松江線の三刀屋・木

次 IC―尾道 JC間が無料であることも、当地域への影響を拡大しております。 

つきましては、地方の高速道路については、地域の産業・観光等に与える影響が大きいた

め、地域活性化の観点から地域の実情に応じた割引制度導入が図られるよう、ご支援を賜り

ますよう格別のご高配をお願いいたします。 

 

5  重要港湾浜田港について 

【要望先：土木部】 

日本海側拠点港の浜田港は、県内唯一の国際貿易港として重要な役割を担っております。

物流機能の向上にご支援を賜りますようお願いいたします。 

（1）荷役業務の安全確保について 

 新北防波堤の整備促進について、引き続きご支援を賜りますよう格別のご高配をお願いし

ます。 

（2）泊地、航路等の整備について 

 近年、取扱貨物の変化と輸送の効率化により大型船での貨物輸送が増えてきていますが、

将来的に配船希望のある 5万 5千トン貨物船が係留できる岸壁（－14ｍ）が浜田港にはなく、

また航路も一部水深が不足しているため、この規模の貨物船の配船が難しい状況です。 

 つきましては、将来を見据えた岸壁の整備と泊地及び航路の水深確保をお願いします。 

（3）新倉庫の整備について【新規】 

 浜田港の埠頭エリアには、島根県整備の上屋 2 棟と民間整備の倉庫 1 棟の合計 3 棟（床面

積約 7,600 ㎡）がありますが、貨物の増加により慢性的に満庫状態となっています。倉庫ス

ペースの不足は、貨物が他港へ流れる原因となるため、浜田港近隣エリアにおける新倉庫の

整備について、格段のご配慮をお願いします。 

 

6  高規格道路の整備促進について【新規】 

【要望先：土木部】 

（1）浜田自動車道における付加車線の整備について 

暫定二車線区間においては、大雪時の路肩排雪作業のための車線確保が困難であり、スタ

ック車両を原因とする長時間の通行止めが発生することから、信頼性を確保するために付加

車線の整備について格別のご高配をお願いします。 

（2）三隅益田道路の事業推進について 

三隅益田道路につきまして、浜田益田間の移動時間短縮と物流の効率化を実現するため、

事業推進に格別のご高配をお願いします。 

 

7  浜田川総合開発事業の早期完成と矢原川ダムの事業推進について 

【要望先：土木部】 

（1）浜田川総合開発事業（浜田ダム再開発）の早期完成について【浜田】 

浜田川総合開発事業につきましては、着実に事業が進められており、感謝申し上げます。

浜田ダム再開発事業及び県道黒沢安城浜田線橋梁部の早期完成が図られるよう、格別のご高

配をお願いします。 

（2）矢原川ダムの事業推進について【三隅】 
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矢原川ダム事業につきましては、損失補償基準協定が本年 3 月に締結され、島根県のご努

力に感謝申し上げます。事業の推進に格別のご高配をお願いします。 

 

 

《以上県知事要望分》 
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《ここから部長以下要望分》 

 

8  浜田港への海上自衛隊艦艇の物資補給基地誘致に向けた支援について 

                           【要望先：防災部】 

 知事要望に同じ 

 

9 米軍機による低空飛行訓練の中止について 

                               【要望先：防災部】 

知事要望に同じ 

 

10 医師・看護師等医療従事者確保対策について 

                        【要望先：健康福祉部】 

知事要望に同じ 

 

11 島根県浜田沖合石油・天然ガスの資源開発促進について 

【要望先：地域振興部】 

平成 28 年 6 月から 10 月にかけ、島根県浜田市の沖合において国が基礎試錐事業を実施さ

れ、ガスが存在する可能性が確認されました。今後の更なる資源開発は、浜田市をはじめと

する島根県西部の石見圏域、さらには島根県全体の経済活性化に大きく寄与するものと期待

しています。 

昨年は、民間主導の掘削を円滑に推進できるよう、新たな支援制度の創設について、地元

経済団体とともに国への要請活動を行い、その際には島根県としてもご協力をいただき、誠

にありがとうございました。 

その結果、民間企業が自ら実施する試錐に対する経費の一部を補助する新たな助成制度の

創設につながったものと考えております。 

引き続き、関係機関への働きかけについてご支援いただきますようよろしくお願いします。 

（1）浜田沖の試掘権を 2024 年まで保有している事業者に対して、浜田港を活用し、探掘活

動を継続していただくこと 

（2）ガスが出た際には、島根県の経済活性化が図られるよう、精製基地を浜田港周辺用地に

整備していただくこと 

 以上、ご支援を賜りますよう格別のご高配をお願いします。 

 

12 新たな工業団地の整備について 

 【要望先：商工労働部】 

現在、浜田市では、「産業振興と企業立地による雇用の創出」を人口減少対策プロジェクト

における基本目標の一つとして積極的に取り組んでいます。 

浜田市は山陽圏域とつながっている浜田道や島根県を東西に結ぶ山陰道が整備されており、

また、平成 30年 3月の臨港道路福井 4号線の開通により、山陰道と直結することとなった国

際貿易港浜田港もあり、これまでの国や島根県による積極的なインフラ投資により、企業立

地に適した環境を有する状況であります。 

 しかしながら、当市内には、大規模な工場等を誘致する適当な用地が無く、新たな用地の

確保が急務となっています。 

 つきましては、立地を希望する企業側のニーズが高い高速道路インターチェンジ周辺にお

いて、新たな工業団地を整備いただきますよう要望いたします。 
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13 石見神楽を活用した更なる観光振興の推進について 【新規】 

【要望先：商工労働部】 

石見神楽につきましては、石見地域全ての自治体において共通する伝統芸能であり、大き

な観光資源となっております。 

こうしたことを踏まえ、島根県や石見 9 市町の自治体、観光協会、商工会議所等の経済団

体で組織する石見観光振興協議会（事務局島根県西部県民センター商工観光部）においても

「石見神楽広域連絡協議会」を組織するとともに、石見神楽の活用や振興を目的とした事業

を展開されているところです。 

こうした中、平成 31年 1月には、文化庁が認定する日本遺産に当市が中心となって取り組

み、石見地域全ての自治体と連名で日本遺産認定申請を行い、令和元年 5月 20日に日本遺産

に認定されました。今後、日本遺産を通じた地域活性化への支援として文化庁の補助金交付

を受けて事業を行うことができるようになります。日本遺産認定後の地域活性化の事業推進

母体につきましては、石見観光振興協議会が担う予定となっておりますので、今後の事業推

進について改めて島根県のご支援とご協力をお願いします。 

 また、石見神楽は、古事記や日本書紀などの神話を題材とした演目が存在し、訪日外国人

観光客に対して、日本文化を広く PR する絶好のコンテンツです。石見観光振興協議会では、

多くの訪日外国人観光客が訪れる 2020年東京オリンピック・パラリンピック期間中における

東京での石見神楽公演を目指しています。この東京公演につきましても、その実現に向けて、

島根県の最大限のご支援とご協力をお願いします。 

 

14 新たな高速料金割引制度の導入について 

 【要望先：土木部】 

知事要望に同じ 

 

15 高規格道路の整備促進について【新規】 

【要望先：土木部】 

知事要望に同じ 

 

16 自治区間を 20分で連絡する道路整備について 

                         【要望先：土木部（一部農林水産部）】 

島根県におかれましては、国道、主要地方道及び一般県道等の幹線道路整備を継続的に実

施していただき、厚くお礼を申し上げます。 

地域間交流の活性化を図るため、次の区間の整備について、格別のご高配を賜りますよう

お願いします。 

（1）主要地方道 

①弥栄旭インター線小坂Ⅲ工区(小坂) 【弥栄】 

  高内～弥栄大橋間について、トンネルによる計画策定をお願いします。 

②三隅美都線(向野田～河内) 【三隅】 

（2）林道 【要望先：農林水産部】 

①林道足尾線 【旭】  

  平成 6年度から事業が進められ、現在 91％の進捗状況となっています。 

②林道金城弥栄線、三隅線 【金城・弥栄・三隅】 

   平成 20年度から、山のみち地域づくり交付金事業により実施され、現在 64％の進捗状

況となっています。 
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17 まちづくりを支援する県道の幹線道路ネットワークの早期完成と生活関連道路の整備に

ついて 

【要望先：土木部】 

幹線道路は、市民生活や経済活動を営む上で重要な役割を持つ道路です。個性ある地域づ

くりを支援する道路事業として、農林道と連結した幹線道路ネットワークの早期完成と生活

関連道路の効率的な整備について、格別のご高配をお願いします。 

（1）主要地方道浜田八重可部線の歩道整備について【金城】 

久佐川橋の前後 200ｍの区間について、生活改善センターへの歩行者の安全確保のために

も、歩道整備について格別のご高配をお願いします。 

（2）主要地方道田所国府線の改良について 

次の区間の改良整備について、格別のご高配をお願いします。 

①入野工区（桜江金城線交差点～江津境）【金城】 

②本郷工区(浜田作木線交差点～木田境)【旭】 

③戸川工区（新戸川橋～栃谷橋）【旭】 

（3）主要地方道浜田美都線の改良について【弥栄】 

木都賀地内から市境までの改良整備について、格別のご高配をお願いします。 

（4）継続事業の促進について 

次の区間について、引き続き事業の促進をお願いします。 

①主要地方道田所国府線 宇野Ⅱ工区【浜田】 

②主要地方道桜江金城線 追原工区（大元～福原）【金城】 

③主要地方道浜田八重可部線 

後野工区（佐野～国道 186号）【浜田】 

畑喰谷入口下（畑喰谷入口下～市木方面）【旭】 

岩畳工区（岩畳橋～押入橋）【旭】 

今市 2工区（丸原地区～今市地区）【旭】 

 

18  地域を支える道路網の整備について 

【要望先：土木部（一部農林水産部）】 

安全で安心して暮らせるまちづくりの実現に向けた道路網整備について、格別のご高配

を賜りますようお願いします。 

（1）一般国道 186号のトンネル整備について【金城】 

①新笹ケ峠トンネル 

事業の促進をお願いします。 

②新犬戻りトンネル【新規】 

現在の犬戻りトンネルは旧規格のためトンネルの断面が小さく、大型車両の通行に支

障をきたしています。つきましては、新たなトンネルの計画について格別のご高配をお

願いします。 

（2）一般国道 186号後野地内の登坂車線整備について【浜田】 

後野橋から大峠トンネルまでの区間について、引き続き登坂車線の整備をお願いします。 

（3）一般国道 186号上来原地内の歩道整備について【金城】 

一部県単独事業により改良工事が実施されており、引き続きの整備をお願いします。（下

の原～那賀西部広域農道交差点） 

（4）一般国道 186号上来原～波佐地内路肩拡幅整備について【金城】 

当区間は路肩幅員が狭いため、降雪時に大型車両同士の離合に注意を要する場面が多く

発生します。また、道路側溝が路面よりも低い位置にあるため、車両の脱輪や路外逸脱の

危険性が高い箇所でもあります。安全通行のための改善策の検討をお願いします。 

（5）一般県道今福芸北線（久佐～小国）の改良について【金城】 

本路線は小国地区の生活道路であり、今福地区と小国地区を結ぶ幹線道路です。幅員狭
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小区間と落石危険箇所が多く通行に支障があるため、引き続いての改良整備をお願いしま

す。 

（6）一般県道一の瀬折居線（周布地～櫟田原）の改良について【三隅】 

三隅町周布地～櫟田原間は、狭小で交通難所となっているため、この区間のトンネルに

よる整備について検討をお願いします。 

（7）一般県道浜田商港線の交差点改良について（起点側～青川バス停）【浜田】 

本路線の起点側交差点部分（国道 9号合流部）は、それまでの 2車線から 1車線と幅員

が狭くなっているため、車両の離合が困難な状況となっています。特に大型車が通行する

際は、対向車が交差点に進入できず、交通の流れが阻害される場面が多発しています。つ

きましては、交差点改良の事業化について、格別のご高配をお願いします。 

（8）県営農道整備事業について【要望先：農林水産部】 

次の区間について、引き続き事業の促進をお願いします。【浜田】 

①農山漁村地域整備交付金農地整備事業（通作条件整備 基幹農道整備）（予定） 

新開佐野地区【浜田・金城】 

②県営農村地域防災減災事業（農村防災施設整備・緊急避難路整備） 横山地区【浜田】 

③県営一般農道（集落間） はまだ中央地区【浜田】 

④県営一般農道（集落間） 田原地区【浜田】 

（9）継続事業の促進について 

次の区間について、引き続き事業の促進をお願いします。 

①一般県道黒沢安城浜田線 長見工区（名古田橋～11号橋）【浜田】 

②一般県道三隅井野長浜線 

(ア) 田橋 2工区（牛谷～田橋）【浜田】 

(イ) 三隅工区（三隅神社～浄蓮寺峠）【三隅】 

③一般県道美川周布線 穂出工区【浜田】 

④一般県道波佐芸北線 波佐工区【金城】 

⑤一般国道 186号長田 2工区（雪寒対策）【金城】 

⑥主要地方道旭戸河内線 上来尾地区 災害防除事業【旭】 

⑦一般県道益田種三隅線 西河内工区【三隅】 

⑧一般県道一の瀬折居線 室谷工区 【三隅】 

 

19 小さな拠点を支える道づくりについて【新規】 

【要望先：土木部】 

三隅町井野地区においては、魅力ある地域づくり計画を策定して「公共交通空白地有償運

送」や「古民家を活用した交流活動」などを実施しています。地区内の幹線道路整備につい

て格別のご高配をお願いします。 

（1）一般県道三隅井野長浜線（下今明～小原）の改良について【三隅】 

この区間について、早期着工に向けての検討をお願いします。 

 

20 浜田川総合開発事業の早期完成と矢原川ダムの事業推進について 

【要望先：土木部】 

知事要望に同じ 

 

21 「安全で安心して暮らせる県土」を創る川づくりの推進について 

【要望先：土木部】 

水害や土砂災害から住民の生命財産を守り、安全で安心して暮らせるまちづくりのために

は、治水事業を計画的に実施することが重要です。 

継続事業の早期完成と新規河川改修事業の導入について格別のご高配をお願いします。 
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（1）周布川河口堆積土砂の浚渫について【浜田】 

冬場の波浪による、導流堤から右岸側への堆砂を原因として、係留施設への出入りの

障害や水位上昇に伴う小河川の氾濫が発生するため、定期的な浚渫による河口閉塞の解消

をお願いします。 

（2）下府川河口堆積土砂の浚渫について【浜田】 

掘込河道で計画された下府川下流部は、海浜部からの流砂により河口埋塞の恐れがあ

ります。定期的な浚渫をお願いします。 

（3）唐鐘川河口堆積土砂の浚渫について【浜田】 

波浪により河口が閉塞し、流水停滞が多発するため、定期的な浚渫をお願いします。 

（4）久代川河口堆積土砂の浚渫について【浜田】 

久代川の河口法線（海浜部）は大きく東側へ蛇行している上に、流砂による埋塞のた

め、豪雨時には排水不良による床下浸水が発生しています。 

定期的な浚渫による河積断面の確保をお願いします。 

（5）小国川河川整備について【金城】 

ゲリラ豪雨により河川が氾濫すると、小国川上流地区は孤立し、住民生活に大きな影

響を及ぼします。生活の安全と農地保全のため当面の対策として、堆積土砂除去による河

積断面の確保、老朽化した空石積みの県道兼用護岸の改修、住宅が隣接する天然護岸の整

備をお願いします。 

 具体的には、出合橋上流、山崎橋上流、榎田橋下流の堆積土砂除去と、山崎橋下流の天

然護岸の整備をお願いします。 

（6）三隅川河口堆積土砂の浚渫について【三隅】 

三隅川河口部は、波浪による海浜部からの流砂により河口閉塞の恐れがあります。定期

的な浚渫による河積断面の確保をお願いします。 

（7）浜田川環境整備について（亀山橋～三宮橋上流）【浜田】 

市街地を流れる区間において、洗堀された河床の整正や繁茂した草木の除去をお願いし

ます。 

 

22 県民の生命や財産を守る砂防事業等の推進について 

【要望先：土木部（一部農林水産部）】 

浜田市は、海・山の豊かな自然環境に恵まれている反面、市域の大部分が山地であり、住

環境の多くが山際や谷あいの狭い平地に密集しているため、土砂災害危険箇所が多く点在し

ています。 

住環境の安全と県民の生命、財産を守る砂防事業及び地すべり対策事業等の促進をお願い

します。 

（1）砂防事業について【浜田】 

事業の推進をお願いします。 

① 潰谷川   

② 本郷川【新規】 

③ 治和川 

新規採択をお願いします。 

① 外ノ浦谷川 

（2）地すべり対策事業について【浜田・三隅・弥栄】 

引き続き事業の推進をお願いします。 

① 高野地区地すべり対策事業【新規】  

② 新規事業化予定地区【要望先：農林水産部】【新規】 

③ 浜田地区地すべり防止施設長寿命化対策工事【要望先：農林水産部】 
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23 重要港湾浜田港について 

【要望先：土木部（一部商工労働部）】 

日本海側拠点港の浜田港は、県内唯一の国際貿易港として重要な役割を担っております。

物流機能の向上にご支援をお願いします。 

（1）荷役業務の安全確保について【要望先：土木部】 

 新北防波堤の整備促進について、引き続きご支援を賜りますよう格別のご高配をお願いし

ます。 

（2）泊地、航路等の整備について【要望先：土木部】 

 近年、取扱貨物の変化と輸送の効率化により大型船での貨物輸送が増えてきていますが、

将来的に配船希望のある 5万 5千トン貨物船が係留できる岸壁（－14ｍ）が浜田港にはなく、

また航路も一部水深が不足しているため、この規模の貨物船の配船が難しい状況です。 

 つきましては、将来を見据えた岸壁の整備と泊地及び航路の水深確保をお願いします。 

（3）浜田港港湾施設使用料減免に係る対象貨物の拡充について【要望先：土木部】 

 浜田港におけるコンテナ貨物及び輸出入貨物の港湾施設使用料につきましては、港の利用

促進のため、各種減免措置を設けていただいておりますが、原木等の国内移出入貨物につき

ましては従来どおりの使用料であり、県外他港と比べて高い使用料となっています。 

現在、国内物流においては、トラック運転手の担い手不足等により、陸上輸送は厳しさを

増し、海上輸送の重要性が高くなっていることから、浜田港においても外国貨物のみならず、

国内貨物の取扱量の増加策に取り組むことが、港の利用促進に大きく寄与するものと考えま

す。 

つきましては、県外他港との競争力を高め、取扱貨物量の増加と港の利用促進を図るため、

国内移出入貨物につきましても、外国貨物と同様のご配慮を賜りますようお願いします。 

（4）特殊車両の「誘導車配置条件」道路の改善について【要望先：土木部】 

浜田港におきましては、海上コンテナや原木、石炭、ヤシ殻など日々大量に運搬が必要な

貨物があり、セミトレーラーなどの特殊車両を使用することが少なくありません。その通行

においては、車線のはみ出し等の理由から、車両制限令により、車両前後に誘導車の配置の

条件が付加される区間が多くあり、この対応による運送コストの増大が大きな課題となって

います。 

これらの区間には、工業団地内の道路や、高速道路のインターやランプの出入口など、物

流における主要な箇所が数多く含まれており、浜田港への集荷や当地域への企業の誘致活動

においても、大きな支障となっています。 

つきましては、県管理道路におけるこれらの通行支障箇所の改善をお願いします。また、

支障箇所については、他の機関が管理する通路もあるため、改善に向けた関係機関への要請

につきましても併せてお願いします。 

（5）貿易振興に対する支援について【要望先：商工労働部】 

島根県内唯一の国際貿易港である浜田港の利用促進のため、次の点につきまして、ご支援

を賜りますよう格別のご高配をお願いします。 

① 浜田港振興会の運営支援について 

県内唯一の国際貿易港である浜田港は、県内事業者の貿易拡大に必要な重要港湾です。 

事業者のニーズを踏まえた集荷対策には、「効果的なポートセールス体制の整備」を行

い、航路の維持及び安定運航を確保することが必要です。また、浜田港港湾計画の実現に

は、取扱貨物量の増加に向けた取組が不可欠であり、その中心となる浜田港振興会の活動

は重要性を増しています。 

つきましては、浜田港の課題や貨物量の増加に取り組む浜田港振興会の役割についてご

理解をいただき、引き続き運営に対してご支援をお願いします。 

②取扱貨物量の増加や販路拡大及び市場開拓支援のための各種プロジェクトの推進につい 

て 
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浜田港におきましては、平成 13年 2月に国際コンテナ航路、平成 20年 7月に国際 RORO

船航路が就航しており、このうち国際コンテナ航路は本年 1月から 2便化され、利便性の

向上が図られています。また、平成 24年 12月には「日本海側拠点港」に選定され、島根

県の貿易拠点として、アジアをはじめとする世界各国との更なる貿易促進・拡大が期待さ

れます。 

つきましては、国際コンテナ取扱貨物量の増加につながる各種プロジェクトの実施や、

販路拡大及び市場開拓の推進について、引き続きご支援をお願いします。 

③大型基幹貨物を取り扱う企業の誘致の推進について 

平成 29年に改訂された浜田港港湾計画では、長浜地区、福井地区の岸壁の延伸及び新

規岸壁の造成等が示されています。この計画が実現すると、より大型のコンテナ船が入港

できるため、国際定期コンテナ航路の週複便化など、荷主に対する利便性向上には、より

一層の取り扱いの増加が必要となります。 

つきましては、県西部地域において大型基幹貨物（ベースカーゴ）を取り扱っていただ

ける企業の誘致を推進していただきますようお願いします。 

（6）ガントリークレーンの整備に伴うバース内の荷役設備の増設等について 

【要望先：土木部】 

 浜田港では、コンテナ船の大型化に対応した荷役業務の効率化を図るため、昨年度にガン

トリークレーンが新たに整備されました。 

 この整備により、荷役スピードが大幅に向上にするため、その性能を十分に活用するため

にも、リーチスタッカーの追加整備等、岸壁側の機能向上を図っていただきますようお願い

します。 

（7）浜田港のパイロット（水先案内人）及び曳船（タグボート）の確保について 

【要望先：土木部】 

 港湾パイロット(水先案内人)は、船舶の安全な入出港のための重要な要素となりますが、

全国的に後継者不足や高齢化が深刻となっており、浜田港についても同様の問題を抱えてい

ます。 

近年、輸送の効率化のための船舶の大型化が進み、浜田港においても、大型船補助のため

にパイロットを要請されることが増えており、実績として平成 29年度が 27回、平成 30年度

が 34回を数えています。今後、パイロットが不在となる事態になれば、大型貨物船やクルー

ズ船などの大型船の寄港が困難になることも想定されます。 

つきましては、港湾管理者である島根県において、浜田港の永続的な発展のため、水先案

内人及び将来を見据えたタグボートの確保に向けた仕組みづくりなど、抜本的な方策につい

て主体的に検討を進めていただきますようお願いします。 

（8）新倉庫の整備について【要望先：土木部】【新規】 

 浜田港の埠頭エリアには、島根県整備の上屋 2 棟と民間整備の倉庫 1 棟の合計 3 棟（床面

積約 7,600 ㎡）がありますが、貨物の増加に伴慢性的に満庫状態となっています。倉庫スペ

ースの不足は、貨物が他港へ流れる原因となるため、浜田港近隣エリアにおける新倉庫の整

備について、格段のご配慮をお願いします。 

 

24  海岸保全事業の促進について 

【要望先：土木部】 

（1）三隅港海岸（湊浦地区）【三隅】 

   引き続き事業の推進をお願いします。  

 

25  地籍調査事業の予算確保について 

【要望先：土木部】 

地籍調査は、公共事業に伴う用地取得の円滑化や土地の権利関係の明確化、課税の公平化
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など、大きな効果を生むものですが、長期の事業期間と多額の経費を要する事業です。事業

を計画的に進めるためにも、予算の継続的な確保について格別のご高配をお願いします。 

 

 

26  島根県統一仕様もしくは複数市町村統一仕様の統合型校務支援システムの導入促進と 

財政支援について【新規】 

【要望先：教育庁】 

校務の効率化と教職員の勤務時間削減に効果が高い「統合型校務支援システム」の導入に

ついて、全県統一仕様の校務支援システムの導入を再度検討いただきますようお願いします。    

併せて、都道府県単位のシステムの導入だけでなく、複数市町村統一仕様の校務支援シス

テムの導入についても財政支援制度を拡充するよう、国への働きかけをお願いします。 



 

令和元年度浜田市総合防災訓練について 

 

1 目    的  

この訓練は、災害対策基本法、浜田市地域防災計画、浜田市水防計画に基

づき、以下の目的をもって行う。 

(1) 住民が、消防団、自主防災組織等の避難誘導のもと、水害・土砂災害に

対する避難行動を実際に行うことで、地域全体の防災意識高揚と防災

行動力の向上を図る。 

(2) 災害対策本部では、時間経過とともに付与される様々な情報の収集、

整理、判断、対応を繰り返すことで、災害対応力向上を図る。 

(3) 防災関係機関相互の連携を深めると共に、自主防災組織、事業所等と

の協力体制の確立を図る。 

 

2 実施日時  

令和元年 6 月 16 日（日）7 時 00 分から 12 時 00 分まで 

 

3 会  場  

浜田市内各地域 

 

4 訓練テーマ 

水害・土砂災害における防災活動 

 

5 主    催  

浜田市防災会議、浜田市、浜田市消防本部 

 

6 訓練想定（平成 30 年 7 月豪雨の大雨災害と同様の気象条件を想定） 

梅雨前線が中国地方を南下しており、強い台風第ｘ号が東シナ海

を北上している。前線に向かって台風から非常に暖かく湿った空気

が流れ込み、前線の活動が活発になっている。  

このため島根県では非常に激しい雨が降り、記録的な大雨となり、

市内で河川の氾濫及び土砂災害の危険性が高まった。  

7 訓練概要  

浜田市役所本庁舎、各支所庁舎において災害対策本部運営訓練及び情

報伝達訓練を実施する。 

併せて、市内各地域において、消防団による警戒巡視活動及び自主防災

組織等が主体となる避難訓練等を実施する。 

さらに、6 月を防災月間と位置付けることで、地域住民が主体となった

防災訓練の実施を奨励する。 

令和元年 5 月 23 日 

総務文教委員会資料 

総 務 部 防 災 安 全 課 



浜田 金城 旭 弥栄 三隅

35件 5件 3件 7件 6件 14件

46件 33件 2件 3件 2件 6件

20件 8件 1件 2件 1件 8件

9件 5件 0件 0件 0件 4件

7件 3件 1件 2件 0件 1件

13件 9件 1件 3件 0件 0件

31件 23件 3件 1件 0件 4件

66件 48件 5件 3件 0件 10件

71件 40件 11件 3件 3件 14件

81件 53件 3件 4件 3件 18件

97件 68件 5件 7件 4件 13件

② 225件 123件 18件 21件 8件 55件

53件 30 件 6 件 3 件 2 件 12 件

②/① 78.4% 76.4% 72.0% 95.5% 66.7% 82.1%

13世帯 6世帯 1世帯 1世帯 1世帯 4世帯

164人 61人 7人 24人 8人 64人

23人 12人 1人 1人 2人 7人

 134世帯 82世帯 15世帯 10世帯 1世帯 26世帯

40世帯 24世帯 5世帯 2世帯 1世帯 8世帯

①-②

18件 9件 4件 0件 2件 3件

40件 28件 3件 1件 2件 6件

4件 1件 0件 0件 0件 3件

平成30年度空き家バンク制度の利用状況について

令 和 元 年 5 月 23 日
総 務 文 教 委 員 会 資 料
地域政策部 政策企画課

※1　 平成21年度「登録物件数」は、平成21年9月2日から平成22年3月31日までの登録数。

※2　「抹消物件数」は、空き家バンク登録後において空き家バンク利用登録者以外の者との契約に
　　　よる抹消、または所有者の都合により抹消したもの。

1件 4件 12件

賃貸希望物件

売買希望物件

賃貸又は売買希望物件

7件

市内転居者入居世帯

平成30年度

Ｂ 紹介物件数
　（未入居物件数）

62件 38件

9世帯 6世帯 26世帯

平成30年度

81世帯 37世帯

Ｕ・Ｉ
ターン者
入居

世帯数

平成30年度

3世帯

抹消物件数

Ａ 入居済物件数
平成30年度

人　数

入居率

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

1　空き家バンクの状況
（平成31年3月31日現在）

浜田市

 空き家バンク登録台帳
　登録物件数累計（Ａ＋Ｂ）

① 287件 161件 25件 22件 12件 67件

（※2）

（※1）



 

 

 

1 島根県立大学（浜田キャンパス）の入学状況について（平成 31年 4月 3日現在） 

 

（1）入学者数の状況 

 

《総合政策学部 総合政策学科》（入学者選抜） 

区 分 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

一般選抜(前期) 136 名 155 名 143 名 

一般選抜(後期) 20 名 22 名 16 名 

特別入試 4 名 3 名 2 名 

自己推薦 75 名 79 名 74 名 

合  計 235 名 259 名 235 名 

 

（参考） 

《総合政策学部 総合政策学科》（３年次編入・交換留学生） 

区 分 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

3 年次編入 0 名 3 名 0 名 

交換留学生 7 名 6 名 5 名 

合  計 7 名 9 名 5 名 

 

《大学院 北東アジア開発研究科》 

区 分 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

合  計 10 名 7 名 7 名 

 

（2）《出身地別入学者の状況》 （詳細：裏面参照） 

区 分 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

島根県内 50 名 61 名 46 名 

 内 浜田市 3 名 9 名 7 名 

島根県外 185 名 198 名 189 名 

合  計 235 名 259 名 235 名 

令和元年 5 月 23 日 
総務文教委員会資料 
地域政策部まちづくり推進課 



 

 

（3）出身地別入学者の状況 

 

《島根県内》  

市町村名 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

松 江 市 6 名 14 名 4 名 

浜 田 市 3 名 9 名 7 名 

出 雲 市 15 名 20 名 15 名 

益 田 市 4 名 3 名 1 名 

大 田 市 4 名 3 名 4 名 

安 来 市 0 名 4 名 3 名 

江 津 市 2 名 4 名 1 名 

雲 南 市 3 名 0 名 3 名 

奥 出 雲 町 4 名 1 名 2 名 

飯 南 町 1 名 0 名 3 名 

川 本 町 2 名 0 名 1 名 

美 郷 町 1 名 0 名 0 名 

邑 南 町 3 名 1 名 0 名 

津 和 野 町 1 名 1 名 0 名 

吉 賀 町 0 名 1 名 0 名 

海 士 町 0 名 0 名 0 名 

西 ノ 島 町 0 名 0 名 0 名 

知 夫 村 0 名 0 名 0 名 

隠岐の島町 1 名 0 名 2 名 

合  計 50 名 61 名 46 名 

             

《島根県外》  

都道府県名 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

広 島 県 39 名 33 名 31 名 

兵 庫 県 16 名 11 名 14 名 

岡 山 県 10 名 15 名 13 名 

鳥 取 県 12 名 9 名 15 名 

愛 媛 県 14 名 13 名 12 名 

上 記 以 外 94 名 117 名 104 名 

合  計 185 名 198 名 189 名 

 



 

 

2 リハビリテーションカレッジ島根の入学状況について（平成 31年 4月 3日現在） 

 

（1）学科別入学者の状況            

科 名 定 員 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

理学療法学科 40 名 25 名 35 名 25 名 

作業療法学科 40 名 14 名 6 名 10 名 

言語聴覚学科 40 名 13 名 14 名 20 名 

合  計 120 名 52 名 55 名 55 名 

※  別途、中国人留学生 14 名 条件付合格。 
（現在、青島大学にて日本語学習中。令和 2 年 4 月入学予定） 

 

（2）出身地別入学者の状況 

市町村名 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

松 江 市 1 名 0 名 1 名 

浜 田 市 11 名 9 名 6 名 

出 雲 市 6 名 1 名 1 名 

益 田 市 8 名 4 名 13 名 

大 田 市 3 名 4 名 2 名 

安 来 市 0 名 0 名 0 名 

江 津 市 5 名 4 名 4 名 

雲 南 市 0 名 1 名 1 名 

邑 智 郡 3 名 2 名 1 名 

鹿 足 郡 0 名 0 名 0 名 

合  計 37 名 25 名 29 名 

広 島 県 9 名 13 名 12 名 

鳥 取 県 1 名 0 名 0 名 

山 口 県 2 名 1 名 5 名 

東 京 都 0 名 2 名 0 名 

神 奈 川 県 0 名 1 名 0 名 

栃  木  県 0 名 1 名 0 名 

兵 庫 県 0 名 1 名 1 名 

愛 媛 県 1 名 0 名 0 名 

福 岡 県 0 名 0 名 1 名 

沖 縄 県 0 名 5 名 6 名 

中  国 2 名 6 名 1 名 

合  計 15 名 30 名 26 名 

総 合 計 52 名 55 名 55 名 

 



 

 

3  浜田ビューティーカレッジの入学状況について（平成 31年 4月 3日現在） 
 

                       

（1）学科別入学者の状況  

学 科 名 定 員 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

専門課程(美容科)  20 名 4 名 4 名 5 名 

高等課程(美容科) 20 名 3 名 2 名 3 名 

通信課程(美容科) 20 名 4 名 0 名 0 名 

合  計 60 名 11 名 6 名 8 名 

   ※修業年数･･･ 専門課程⇒2 年 高等課程・通信課程⇒3 年 

  ※通信課程は、10 月入学のため、現段階では 0 名 

  ※平成 29 年度から高等課程入学者は、併せて浜田高等学校通信制へ入学し、

高校卒業資格を得られる仕組みを導入。 

 

 

（2）出身地別入学者の状況 

市町村名 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

松 江 市 1 名 0 名 2 名 

浜 田 市 4 名 2 名 5 名 

出 雲 市 1 名 0 名 0 名 

益 田 市 3 名 1 名 1 名 

大 田 市 0 名 1 名 0 名 

安 来 市 0 名 1 名 0 名 

江 津 市 0 名 1 名 0 名 

雲 南 市 0 名 0 名 0 名 

邑 智 郡 1 名 0 名 0 名 

鹿 足 郡 0 名 0 名 0 名 

合  計 10 名 6 名 8 名 

熊 本 県 1 名 0 名 0 名 

合  計 1 名 0 名 0 名 

総 合 計 11 名 6 名 8 名 

 

 



 

敬老乗車券交付事業及び運転免許自主返納支援事業の申請状況等について 

 

1 敬老乗車券交付事業 

⑴ 事業開始  平成 28年 7月 1日（金） 

⑵ 事業概要 

市内に住所のある 70 歳以上の高齢者に対して市内の公共交通機関で利用で
きる 1冊 3,000円分の乗車券を 1,500円で交付する。 
※交付上限 10冊(30,000円分)。 
ただし、ＪＲ浜田駅から半径 8㎞を超える町の居住者は 12冊(36,000円分)。 

⑶ 平成 30年度申請状況（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

    カッコ内：平成 29年度からの増減 

自治区 年度 
申請者数 

Ⓐ 
交付冊数 

Ⓑ 

1人当 
交付冊数 
(Ⓑ/Ⓐ) 

対象者数 
(Ⓒ) 

交付率 
(Ⓐ/Ⓒ) 

浜田 

30年度 
2,309人 
(+19人) 

15,966 冊 
(▲766冊) 

6.9 冊 
(▲0.4冊) 

10,567 人 
(+261人) 

21.9％ 
(▲0.3％) 

29年度 2,290人 16,732冊 7.3冊 10,306人 22.2％ 

28年度 2,635人 17,362冊 6.6冊 9,967人 26.4％ 

金城 

30年度 
226 人 
(+16人) 

1,879冊 
(+144冊) 

8.3 冊 
(±0 冊) 

1,240人 
(+21人) 

18.2％ 
(+1.0％) 

29年度 210人 1,735冊 8.3冊 1,219人 17.2％ 

28年度 271人 2,002冊 7.4冊 1,194人 22.7％ 

旭 

30年度 
102 人 

(▲35人) 
633 冊 

(▲138冊) 
6.2 冊 

(+0.6冊) 
899 人 
(▲1 人) 

11.3％ 
(▲3.9％) 

29年度 137人 771冊 5.6冊 900人 15.2％ 

28年度 120人 605冊 5.0冊 912人 13.2％ 

弥栄 

30年度 
117 人 

(▲21人) 
739 冊 

(▲140冊) 
6.3 冊 

(▲0.1冊) 
509 人 
(▲5 人) 

23.0％ 
(▲3.7％) 

29年度 138人 879冊 6.4冊 514人 26.8％ 

28年度 138人 807冊 5.8冊 504人 27.4％ 

三隅 

30年度 
323 人 

(▲22人) 
2,175冊 

(▲130冊) 
6.7 冊 
(±0 冊) 

1,985人 
(+21人) 

16.3％ 
(▲1.3％) 

29年度 345人 2,305冊 6.7冊 1,964人 17.6％ 

28年度 408人 2,478冊 6.1冊 1,904人 21.4％ 

合計 

30年度 
3,077人 
(▲43人) 

21,392 冊 
(▲1,030冊) 

7.0 冊 
(▲0.2冊) 

15,200 人 
（+297人） 

20.2％ 
(▲0.7％) 

29年度 3,120人 22,422冊 7.2冊 14,903人 20.9％ 

28年度 3,572人 23,254冊 6.5冊 14,481人 24.7％ 

※ 対象者数は、平成 30年 4月 1日現在のものです。 
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⑷ 乗車券の利用状況（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日）  

交通種別 利用額 割合 

路線バス (民間路線バス、おおなんバス) 15,058,400円 19.8％ 

タクシー (タクシー、福祉有償運送) 57,678,100円 76.0％ 

市主管交通 (市生活路線バス、市乗合タクシー) 3,016,600円 4.0％ 

自治会輸送  184,500円 0.2％ 

合 計 75,937,600円 100.0％ 

※平成 30年度予算額：81,029,000円                     

 

2 運転免許自主返納支援事業 

⑴ 事業開始  平成 29年 1月 4日（月） 

⑵ 事業概要 

敬老乗車券交付対象者のうち、平成 28 年 7 月 1 日以降に全ての運転免許を

自主返納した人に対して敬老乗車券 5冊（15,000円分）を無料で交付する。 

※ 返納後 1回限り 

⑶ 申請状況 平成 30年度（平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日） 

平成 29年度（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

       平成 28年度（平成 29年 1月 4日～平成 29年 3月 31日） 

ア 自治区別 

自治区 

年度 
浜田 金城 旭 弥栄 三隅 合計 

30年度 135 人 12人 9 人 9 人 19人 184 人 

29年度 195人 17人 23人 11人 27人 273人 

28年度 111人 12人 4人 6人 12人 145人 

 

イ 年齢・性別 

年代 

性別 
年度 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳- 合計 

男性 

30年度 6 人 21人 48人 29人 9 人 113 人 

29年度 17人 28人 57人 52人 16人 170人 

28年度 7人 13人 25人 26人 12人 83人 

女性 

30年度 21人 20人 22人 7 人 1 人 71人 

29年度 29人 34人 21人 13人 6人 103人 

28年度 21人 15人 17人 6人 3人 62人 

合計 

30年度 27人 41人 70人 36人 10人 184 人 

29年度 46人 62人 78人 65人 22人 273人 

28年度 28人 28人 42人 32人 15人 145人 



 

年代 

性別 
最年少 最年長 平均年齢 

男性 69歳 95歳 82.8歳 

女性 69歳 94歳 78.5歳 

全体 69歳 95歳 81.1歳 

  

ウ 免許返納時期別  

返納時期 人数 備考 

平成 28年度 

7月 1日～12月 12日 51人 事業公表前 

12月 13日～12月 28日 12人 
12月 13日～ 

各メディアで報道 

1月 4日～3月 31日 103人 申請受付開始 

平成 29年度 4月 1日～3月 31日 263人  

平成 30年度 4月 1日～3月 31日 173人  

合 計 602人  

 



1　浜田市生活路線バスの利用実績

【金城路線】　運行日の削減
【旭路線】　和田線の廃止、運行日の削減
【弥栄野原路線】　バス停の新設（野原三町内）、「坂の上」バス停廃止便の導入

※平成29年度からの変更点

(4.5人)
4.1人
(3.8人)
3.9人

合　　　計

石浦小原線

黒沢矢原線

8,308便

黒沢小原線

(2.0人)
1.5人

雲城今福線

雲城久佐美又線

3.5人
(5.1人)
4.5人
(2.6人)

0.4人

(1.2人)

2.2人
(4.5人)

(0.8人)

(0.4人)
1.0人

(0.5人)
0.6人

(2.4人)

(21,242便)
18,852便

(388便)
368便
(197便)
210便

30,981人

104便
(147便)
150便

(8,322便)

(0.8人)
0.5人
(0.6人)
0.5人
(0.0人)

(0.2人)
0.2人

487人

419人

22,788人

(1,872便)

2.1人
(3.8人)
3.5人

1.1人

20,487人

27,738人

341人

(305便)
312便
(103便)

2,265人

436人

▲ 2,301人
〔89.9%〕

3,005人

▲ 26人
〔63.4%〕

▲ 222人
〔87.2%〕

〔73.4%〕

〔90.7%〕

3,942人

708人

〔95.3%〕

金城

小　　計

木田線（SB）

雲城美又線（SB）

雲城久佐線（SB）

（回送活用便）

戸川線（SB）

小　　計

小　　計

瑞穂線（SB）

岡見海老谷線

小　　計

2,056人

周布地今明線

748人

1,740人

矢原岡見線

循環線

724人

248人

3,852人

平原森溝線

9,191人

白砂西河内線

井野三隅線

3,218人

150便
(97便)
86便

(193便)
196便
(921便)
924便

1,872便

▲ 34人

161便
(141便)

路線名

井野室谷線

諸谷平原線

弥栄
野原

旭

6,654便

三隅

(2,472便)

(157便)

1,966便
(3,032便)
2,502便

(8,218便)

(2,557便)

1,426便
(2,629便)

2,464便
(3,801便)
3,775便

2,186便

▲ 3,243人
〔89.5%〕

運行便数［Ｂ］

(245便)
244便
(245便)
244便

(1,430便)

209人
〔110.2%〕
▲ 51人
〔89.5%〕
▲ 78人
〔81.4%〕

〔109.6%〕
▲ 634人
〔83.5%〕

▲ 44人

▲ 456人
〔75.8%〕

72人

694人

1,431人

1,518人

820人

72人

182人

〔93.9%〕
▲ 66人

728人

1,887人

〔90.6%〕

8,340人

562人

680人

〔46.7%〕

▲ 544人
〔51.9%〕

▲ 146人
〔79.4%〕

2,722人

▲ 203人
〔64.9%〕

▲ 851人

▲ 283人

(6.7人)

122人

4,057人

2,573人

978人

202人

844人

16人

375人

1,131人

578人

2,501人
〔102.9%〕

587人

1.7人

〔101.6%〕
994人

〔97.2%〕
▲ 115人

系統名等

〔185.7%〕

394人

26人

45人

平成29年度 平成30年度
〔前年度比〕

14人

71人

1便当たり
利用者数
［Ａ/Ｂ］

(0.3人)
0.2人

(0.5人)

12人

増減

149便
(2,230便)

0.2人

▲ 450人

浜田市生活路線バス等の利用実績について

利用者数　[Ａ]

(2.9人)
2.3人

▲ 80人
〔60.4%〕

789便
(310便)

（注）金城路線及び旭路線の「（SB）」表示のある系統については、スクールバスの一般混乗便を運行しているが、
　　　集計は、一般利用者のみの数値

2.5人

(1.5人)
1.5人

(2.1人)

0.5人

(2.7人)

(4.7人)
4.2人

7.3人

（上段：平成29年度実績）
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2　浜田市予約型乗合タクシーの利用実績

※平成29年度からの変更点
【浜田自治区】　　三階長見線の終点を浜田医療センターから殿町まで延長
【旭自治区】　　山ノ内線の拡大（木田エリアを追加）、和田線を新規運行、坂本・都川線、市木・来尾線の運行便数を削減
【弥栄自治区】　　7線（山賀線・的野線・青尾線・程原線・畑線・横谷線・上田野原線）を3線（横谷程原線・山賀畑線・
　　　　　　　　　　　田野原的野線）に見直し。　安城・杵束線のおでかけ便を廃止

(1.3人)
〔83.2%〕 96便 74便 (77.1%) 2.1人

(57.2%)
田野原・的野線 244人 203人

▲ 41人 (194便) (111便)

(1.9人)
〔72.5%〕 102便 100便 (98.0%) 3.9人

-
山賀・畑線 553人 401人

▲ 152人 (296便) (231便)

(104便) (1.0人)
〔201.5%〕 86便 84便 (97.7%) 4.6人

(52.0%)

-
136便 64便 (47.1%) 1.5人

横谷・程原線 196人 395人
199人 (200便)

和田線 - 98人
- - -

(72便)
23便

(762便)
307便

(3,014便)
2,572便

(496便)
530便

197便

(604便)
583便

(96便)
138便

576便

(1,152便)

(200便)

1,152便

(288便)
288便

(104便)
98便

(212便)

地区名等

運行便数
［C］

1便当たり
利用者数
［Ａ/Ｂ］

平成29年度 平成30年度
増減

〔前年度比〕

計画便数
［Ｂ］

弥栄

1.5人
(67.6%)

910人 640人
▲ 270人 (386便)

〔84.3%〕 390便

(576便)
〔70.3%〕 308便

美川線 1,345人 1,134人
▲ 211人 (393便)

三階長見線
576便

(576便) (2.3人)

43便

257便 2.7人
(2.9人)

(70.2%)

(60.6%)

(77.1%)
(89.2%)

(1.4人)

698便
(2.0人)

稼働率
［C/B］

(67.0%)
(53.5%)

(68.2%)
(67.7%) 2.0人

(1.6人)
1.1人

美又線 146人 53人

小　　計 2,255人 1,774人

小国・波佐線 826人 789人

▲ 481人 (779便)
〔78.7%〕

〔110.8%〕 98便 0.9人

▲ 37人 (222便)
〔95.5%〕

〔36.3%〕

(1.9人)
〔90.2%〕 398便 1.8人

0.5人
▲ 93人 (73便)

(0.8人)

(43.9%)

(42.9%)
久佐線 166人 184人

18 (91便)

163人 (192便)
526人 689人

66人

（眼科便）

1,026人
▲ 112人 (386便)

小　　計 1,138人

18便

150便

(200便)
106便

(1.1人)
〔131.0%〕 262便 1.3人

2.2人

(474便) (1.4人)8人

(0.7人)
〔104.2%〕

276便 3.4人

安城・杵束線
48人 50人

2人 (28便)

小　　計 1,041人 1,049人

(60.7%)
(63.5%)

〔100.8%〕

(38.9%)

合　　　計 4,960人 4,538人 ▲ 422人 (1,831便)

(78.3%)

(1.6人)
〔91.5%〕 1,634便 1.8人

自治区

　　浜田

　　金城

木田・山ノ内線 116人 182人

旭

小　　計

243人

利用者数　[Ａ]

〔156.9%〕 80便

12人 (47便)

坂本・都川線

市木・来尾線

1.3人

179人 166人
▲ 13人 (75便) (0.9人)
〔92.7%〕 68便 (45.3%)

皆増

(1.2人)(72.9%)
(58.0%)

1.1人

231人

(37.5%)

(1.2人)
〔105.2%〕 50便 2.3人

(62.2%)
(89.9%)

(70便)

(49.7%)

(63.9%)
(68.3%)

(47.2%)

(49.4%)

(23.5%)

(38.7%)

（上段：平成29年度実績）



（Ⅰ）日本人学生

【国内の高校等より】

毎年６０名入学沖縄・首都圏等強化→ １０名増
リハビリテーションカレッジ島根

一般財団法人

教育文化国際交流財団（京都市）

協力・連携

（Ⅱ）外国人留学生

【学術・教育に関する包括的な交流協定締結校より】

・青島大学

・河南医薬技師学院

リハビリテーションカレッジ島根リハビリテーションカレッジ島根リハビリテーションカレッジ島根リハビリテーションカレッジ島根

学生の安定確保と新規収益事業による学校経営の改善学生の安定確保と新規収益事業による学校経営の改善学生の安定確保と新規収益事業による学校経営の改善学生の安定確保と新規収益事業による学校経営の改善

（毎年１００名入学（毎年１００名入学（毎年１００名入学（毎年１００名入学＋＋＋＋外国人向け研修事業開始）外国人向け研修事業開始）外国人向け研修事業開始）外国人向け研修事業開始）

毎年４０名入学

(RCS)

令 和 元 年 5 月 2 3 日総 務 文 教 委 員 会 資 料地域政策部関連施設支援室

・連雲港中医薬高等職業技術学校

・連雲港中等専門学校

・徐州衛生学校

※ 今後も協定校を増やす予定

※ 入学前に中国国内で日本語能力試験「Ｎ２」以上取得

【日本国内の日本語学校より】

・入学実績校等

（Ⅲ）外国人短期リハビリ研修

【中国の病院・施設・大学等より】

※ 青島市・大連市を中心に募集

初年度（２０１９年度） ４０名×３ヵ月コース×２回

２０２０年度以降 ４０名×３ヵ月コース×４回

※ 日本の養成校での履修を証明する「修了証」発行

３ヵ月コース・毎回４０名受講

(RCS)

上記上記上記上記 (ⅠⅠⅠⅠ)～～～～(ⅢⅢⅢⅢ)により、年間１億２により、年間１億２により、年間１億２により、年間１億２,５１０万円の増収（５１０万円の増収（５１０万円の増収（５１０万円の増収（2020年度以降）年度以降）年度以降）年度以降）

(ⅠⅠⅠⅠ) 日本人学生１０名増により日本人学生１０名増により日本人学生１０名増により日本人学生１０名増により 1,350万円の増収万円の増収万円の増収万円の増収（年間学納金（年間学納金（年間学納金（年間学納金 135万円万円万円万円××××10名名名名＝＝＝＝ 1,350万円）万円）万円）万円）
(ⅡⅡⅡⅡ) 外国人留学生４０名入学により外国人留学生４０名入学により外国人留学生４０名入学により外国人留学生４０名入学により 5,400万円の増収万円の増収万円の増収万円の増収（年間学納金（年間学納金（年間学納金（年間学納金 135万円万円万円万円××××40名名名名＝＝＝＝ 5,400万円）万円）万円）万円）
(ⅢⅢⅢⅢ) 外国人短期リハビリ研修により外国人短期リハビリ研修により外国人短期リハビリ研修により外国人短期リハビリ研修により 5,760万円の増収万円の増収万円の増収万円の増収（受講料（受講料（受講料（受講料月月月月12万円万円万円万円××××40名名名名××××12ヵ月ヵ月ヵ月ヵ月＝＝＝＝ 5,760万円）万円）万円）万円）



平成 30年度 青少年サポートセンターの利用状況について 

 

 青少年サポートセンターの平成 30年度における相談状況等は、以下のとおりです。 

　(件）

不登校 ひきこもり 就労

20歳未満 380 353 155 38 37 1 80 23 0 675

20歳以上 12 1 248 245 27 18 168 0 3 458

合　　計 392 354 403 283 64 19 248 23 3 1,133

20歳未満 292 229 127 66 7 3 47 26 0 499

20歳以上 4 1 317 301 56 47 162 0 2 541

合　　計 296 230 444 367 63 50 209 26 2 1,040

【相談対象人数】 　(人）

小･中学生 10 10 1 0 0 0 0 0 0 11

高校生 2 2 1 0 0 0 1 1 0 5

定･通･専･フ 15 12 0 0 0 0 1 0 1 17

その他 1 1 4 4 0 0 1 1 0 7

28 25 6 4 0 0 3 2 1 40

1 0 26 25 11 10 6 0 0 44

29 25 32 29 11 10 9 2 1 84

小･中学生 16 16 2 0 0 0 0 0 0 18

高校生 1 1 1 0 1 0 1 1 0 5

定･通･専･フ 12 9 2 0 0 0 2 3 1 20

その他 0 0 2 2 0 0 2 0 0 4

29 26 7 2 1 0 5 4 1 47

2 0 23 23 16 14 6 0 0 47

31 26 30 25 17 14 11 4 1 94

小　計

20歳以上

H29
年度

20歳
未満

小　計

20歳以上

合　　計

H30
年度

20歳
未満

合　　計

H30年度

H29年度

非行問題 その他 合計

【延べ相談件数】
学校問題 家庭問題 対人・社会問題

個人問題

 

【若年無業者の状況】 　( )はH30年度中の就労者数 単位：人

継続 新規 継続 新規 継続 新規

20歳未満 　4（ 1）  3（ 1）  1（ 0）  4（ 1）  3（ 1）  1（ 0）  0（ 0） 0（ 0）   0（ 0）

20歳以上 30（ 6） 28（ 6）  2（ 0） 25（ 6） 23（ 6） 2（ 0）  5（ 0） 5（ 0）  0（ 0)

合　計 34（ 7） 31（ 7） 3（ 0) 29（ 7） 26（ 7） 3（ 0） 5（ 0） 5（ 0）  0（ 0）

相談・支援対象人数 内　ひきこもり 内　ニート

 

【居場所利用状況】

学習室 調理室 作業室 音楽室 休憩室 相談室 ロビー 会議室 計

H30年度 1,044 4.28 305 148 782 2 13 69 ― ― 1,319

H29年度 767 3.19 82 44 656 15 5 36 9 36 883

利　用　回　数
利 用
人 数

1日平均
利用人数

 

令 和 元 年 ５ 月 ２ ３ 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

教 育 委 員 会 学 校 教 育 課

ポ ー ト セ ン タ ー 



























































































































 

 

 

はまだっ子共育プロジェクト実践集について（報告） 

 

■実践集・・・別冊 25 ページ(市内 9 中学校区の活動を「地域学校協働活動」「放課 

後子ども活動」「家庭教育支援」に分類し掲載 

 

■内 容・・・平成 30 年度の活動の中から 18 活動をピックアップ 

       統括コーディネーター、校区コーディネーター、魅力化コーディネー 

ターが寄稿 

 

[発行あいさつ(抜粋)] 

はまだっ子共育プロジェクトは、地域ぐるみで子どもを育てることは地域も大人も

共に育つということで 3 年前に取り組み始められたものです。 

 

公民館は地域と学校、子どもをつなぐ場です。公民館にいる者として、いろいろ考

えました。どんな子どもを育てるのか。どんな地域だと子どもは育つのか。地域ぐる

みとは何か、教育担当者や教育組織の連携だけではないだろう、地域には多くの住民

がいる。地域住民の意識をどう変え育てていくか。 

 

今回紹介する実践報告はこうしたことを悩みながら取組んだ浜田市立公民館の一

部の事例です。いずれも人と人とのふれ合いを大切にしながら取組んだものです。ふ

れ合いを通して子どもはもとより大人もきづきがあり成長していることが分かりま

す。 

 

さて、プロジェクトとしての 3 年間は終わり、来年度から次のステップに移行し

ます。「はまだっ子共育推進事業」として「地域学校協働活動の推進」、「家庭教育支

援活動の推進」を二つの柱として取組んでいきます。プロジェクトとして 3 年間取

組んだ経験を基盤として新しい展開、特に学校と密接な連携を図りながら取組むこと

になります。 

 

はまだっ子共育プロジェクト推進本部 

委員長 岡本 修治 

 

令和元年 5 月 23 日  

総務文教委員会資料 

教育委員会生涯学習課 



 

 

 

浜田市社会教育アドバイザーの委嘱及び平成 30年度の活動について 

 

1 設置目的 

  市民の社会教育活動を推進し、地域づくりを担う人材の育成、地域と学校の連携・協働

を進めていく上で、浜田市の今後の社会教育の方向性、社会教育施設の在り方ついて指

導・助言をもらう。 

 

2 職務 

（1）「浜田市教育大綱」の理念実現のための調査・研究 

（2）社会教育活動並びに家庭教育の支援に係る指導及び助言 

（3）社会教育活動の推進及び家庭教育の支援 

（4）社会教育及び家庭教育に係る関係機関、関係団体等の連携及び連絡 

（5）社会教育及び家庭教育に係る学習活動の情報収集及び提供 

（6）学校及び地域住民その他の関係者が協力して行う教育活動に係る助言 

（7）社会教育施設の運営に係る助言 

（8）その他の社会教育施策及び家庭教育に係る施策の推進 

 

3 アドバイザー選任 

  長畑 実 氏(再選任) 

 

4 委嘱期間 

  平成 31年 4月 1日から平成 32年 3月 31日まで 

 

5 平成 30年度活動報告（抜粋） 

(1)  地域等からの依頼による講演会・講評活動 

ア 行政相談委員・人権擁護委員の会の依頼により、「浜田わがまち文化かおるまち－文化によ 

るまちづくりに向けてー」と題して講演を行った。(7月 11日) 

イ 平成３０年度はまだっ子共育プロジェクト研修会Ⅳにおいて、「支援から連携・協働へ 地 

域と学校の連携・協働活動の推進に向けて」と題して講演を行った。(9月 26日) 

ウ 旭自治区からの依頼により、平成３０年度旭自治区まちづくり研修会において「人が輝き 

まちが輝く持続可能な地域づくり」と題して講演を行った。(11月 14日)) 

エ 雲城公民館で開催されたボランティア感謝祭において、子どもの成長とボランティアにつ 

いて講評を行った。(2月 26日) 

オ 三隅生涯学習推進本部からの依頼により、平成３０年度「生涯学習のまち・地域づくり研 

修会」において、「人・まちが輝く 生涯学習を通じた人づくり・地域づくり」と題して講演 

を行った。(3月 19日) 

 

令和元年 5 月 23 日  

総務文教委員会資料 

教育委員会生涯学習課 



(2) 社会教育委員の会等主な会議への出席とアドバイス活動 

ア 公民館職員研修会に出席し、これからの社会教育の重要性と公民館マネジメントの方向 

性について助言を行った。(5月 8日) 

イ 平成３０年度地域課題解決型公民館支援事業公開プレゼンテーション事前プレゼン発表 

会に出席し、石見公民館、美又公民館、白砂公民館のプレゼン発表に対するアドバイスを 

行った。(5月 22日) 

ウ 井野公民館において平成３０年度地域課題解決型公民館支援事業公開プレゼンテーショ 

ン事前プレゼン検討会に出席し、プレゼン発表に対するアドバイスを行った。(5月 23日) 

エ 第 156回教育委員会定例会に出席し、文科省の教育政策のポイントと浜田市における社 

会教育、はまだっ子共育プロジェクトの現状と方向性について報告を行った。(5月 29日) 

オ 第１回社会教育委員の会に出席し、社会教育の意義・重要性、国の政策動向等について 

助言を行った。(6月 7日) 

カ 中央図書館における著作権関連案件について、著作権法と他自治体の図書館条例施行規 

則の調査研究に基づき助言を行った。(6月 12日) 

キ 浜田公民館において開催された殿町のまちづくり推進協議会立ち上げに係るとのまち会 

議に出席し、助言を行った。(6月 18日) 

ク 学校教育課との「はまだっ子共育プロジェクト連携会議」に出席するとともに、「今なぜ 

社会に開かれた教育課程が必要とされているか」をテーマとして講話を行った。(9月 5日) 

ケ 平成３０年度はまだっ子共育プロジェクト研修会Ⅳに出席し、「支援から連携・協働へ～ 

地域と学校の連携・協働活動の推進に向けて～」をテーマとした講義を行った。(9月 26 

日) 

コ 文化振興課より御便殿の展示企画設計について説明、相談を受け、今後、具体的な内容 

について協議、助言を行うこととなった。(11月 2日) 

サ 平成３０年度第１回浜田市立公民館館長研修において、中央教育審議会生涯学習分科会 

が作成した「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答 

申案）」のポイントについて説明を行った。(11月 26日) 

シ 第 6回社会教育委員の会（第一会議室）に出席し、最新の中教審答申等における社会教 

育・生涯学習についてアドバイスを行った。(1月 16日) 

ス 雲城公民館において開催された雲城小学校ボランティア感謝祭の企画会に参加し、内容 

についてアドバイスを行った。(1月 30日) 

 

(3) 一年間の活動の総まとめとしての提言書の作成を行った。 

＜提言＞島根一の社会教育・生涯学習振興・推進都市浜田市をめざして 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成 30年度 浜田市立図書館全館の利用状況 

 

 中央図書館と三隅図書館で開館 5周年を迎えた平成 30年度は、ボランティア

団体の手厚い支援を受けながら事業を展開した結果、単年度の貸出しで初の 27

万冊を超え、2 月 22 日には中央図書館の来館者が通算 100 万人を超えが確認さ

れるなど、大きな効果が見られました。 

 

 

【実績表】             2段目の( )の数字は平成 29年度実績 

項　目(単位) 中央 金城 旭 弥栄 三隅 合計

173,658 5,235 3,241 491 25,068 207,693

(170,747) (5,965) (2,304) (585) (24,565) (204,166)

73,402 2,895 2,520 491 7,409 86,717

(70,573) (2,706) (1,880) (585) (7,296) (83,040)

253,227 9,066 7,740 1,642 27,611 299,286

(245,416) (8,747) (5,683) (1,927) (27,076) (288,849)

194 21 15 0 38 268

(201) (19) (17) (0) (28) (265)

8,468 874 2,044 0 1,305 12,691

(7,080) (497) (2,342) (0) (1,088) (11,007)

予約・リクエスト 8,606 348 402 41 325 9,722

受付件数※（件） (8,184) (345) (360) (40) (361) (9,290)

レファレンス 3,825 318 365 0 252 4,760

受付件数※（件） (3,676) (444) (166) (0) (242) (4,528)

190,916 20,955 19,601 4,302 37,561 273,335

(174,271) (20,247) (18,755) (4,128) (36,450) (253,851)

331 302 301 301 301

(331) (299) (299) (298) (298)
開館日数（日） －

来館者数（人）

利用者数※（人）

個人貸出点数※（点）

利用団体数（件）

団体貸出冊数（冊）

蔵書数※（冊）

 

注 1) 「※」の項目については、移動図書館車の実績を中央図書館にカウント

している。 

(ア) 電子書籍の利用状況（括弧内は H29年度実績） 

    電子書籍コンテンツ数・・・1,822点（1,467点） 

    電子書籍貸出点数・・・・・  194点（247点） 

（イ）市民一人当たりの貸出冊数（括弧内は H29年度実績） 

     平成 31年 3月末浜田市人口・・・53,710人（54,586人）  

     平成 30年度個人貸出冊数・・・299,286冊（288,849冊）  

     市民１人当たりの貸出冊数・・・・約 5.57冊 (約 5.3冊) 

令和元年 5 月 23 日 

総務文教委員会資料 

教育委員会生涯学習課 



                                                           

 

 
 

 

1 設置目的 （仮称）浜田歴史資料館に関し、整備の方向性、整備するとした場合 

の場所、建設費、運営費等について、広く市民の意見を聴く。 

2 検討会委員 識見者・各種団体からの推薦者 22名（ 名簿は裏面のとおり） 

3 開催状況 

(1)第１回   

ア 日時 平成 31年 4月 17日（水）18時 30分～20時 00分 

イ 会場 浜田公民館 第 1・2研修室 

ウ 内容 経過説明と現状、検討事項と今後のスケジュール  (別添第 1回資料参照) 

エ 委員からの意見(主なもの) 

・「ハコモノ」を建てるということに、気持ちが先行している。郷土資料をきちんと

保存、管理できるところを作ってほしい。 

・建物を新たに建てる話を進めるなら、検討会では、その整備目的として、大切な資

料の保存をきちんとする必要があるため、という議論を深め、市民の理解を得るこ

とが必要ではないか。 

・今回検討会出席の委員に対し、今までの検討会での検討内容と、今回の検討会での

検討内容について、何が違うのかという説明が必要。 

・自治区の意見を聞くことも大切である。地元の郷土資料が地元から無くなってしま

うと反発する意見が出ている。 

・なぜ歴史資料館を作らなければならないか、という目的の設定と、KPI(重要目標達

成指標)の設定が必要になる。具体的な歴史資料館整備案を市から提案いただき、

次回の検討会では、この仕様のものを整備するためにはこのくらいの予算がかかる、

という共通認識を検討会委員全員で持つ必要がある。 

 

 

(2)第 2回   

ア 日時 令和元年 5月 21日（火）18時 30分～20時 00分 

イ 会場 浜田市役所 本庁 4階講堂ＡＢＣ 

ウ 内容 平成 28 年度整備計画に対する意見を踏まえた見直し案の説明、中期財政計

画、公共施設再配置の取組について           (別添第 2回資料参照) 

                              

4 今後のスケジュール（予定） 

6 月 第 3 回検討会 

・現地視察 ・資料館整備案検討 

7 月 第 4 回検討会 

・資料館整備案とりまとめ 

9 月 議会に検討会での検討結果を報告 

(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討状況について 

令 和 元 年 5 月 2 3 日 

総務文教委員会資料 

教育委員会 文化振興課 

  



 

※（仮称）浜田歴史資料館検討会 委員名簿 

※浜田市文化協会からの委員：第 1回 開催時は山崎晃前会長 

№  所属 職名 氏名 選出区分 

1 島根県立大学 准教授 西藤 真一 識見者 

2 島根県立大学 准教授 豊田 知世 識見者 

3 浜田市文化協会 会 長 田中耕太郎 団体推薦 

4 石見郷土研究懇話会 会 長 岩町   功 団体推薦 

5 浜田市浜田郷土資料館友の会 会 長 西川 正毅 団体推薦 

6 浜田市社会教育委員の会 会 長 冨金原 完 団体推薦 

7 浜田市教育研究会社会科部会 部 長 樋野 淳巳 団体推薦 

8 浜田市 PTA連合会 会 長 佐々木洋平 団体推薦 

9 浜田市 PTA連合会母親委員会 委員長 坂井志穂美 団体推薦 

10 浜田商工会議所 副会頭 福濱 秀利 団体推薦 

11 石央商工会 会 長 槇岡 正明 団体推薦 

12 浜田商工会議所青年部 会 長 金田 康平 団体推薦 

13 石央商工会青年部 部 長 久保田 総 団体推薦 

14 浜田市観光協会 代表理事 岩谷百合雄 団体推薦 

15 浜田青年会議所 副理事長 森脇  翼 団体推薦 

16 浜田女性ネットワーク 会 員 鎌原ヤシヱ 団体推薦 

17 浜田市高齢者クラブ連合会 会 長 新田 勝己 団体推薦 

18 浜田自治区地域協議会 会 長 村井栄美子 団体推薦 

19 金城自治区地域協議会 委 員 岡本 朋博 団体推薦 

20 旭自治区地域協議会 委 員 岩田 直久 団体推薦 

21 弥栄自治区地域協議会 副会長 岡本  薫 団体推薦 

22 三隅自治区地域協議会 委 員 大山 祐司 団体推薦 
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1 経緯 

(1) 「博物館」構想 

平成 12 年から「博物館」構想に関する検討事案があったが、財政上の問

題等から実施できず、長年の懸案であった。 

平成 12 年  (仮称)浜田総合博物館基本構想 

平成 14 年  (仮称)浜田総合博物館基本計画 

平成 21 年  中央図書館整備との併設検討 

(2) 既存資料館の現状 

各自治区に点在する資料館は老朽化が進んでいる。 

施設名 延床面積 建築年 
築年数 

(平成 31 年現在) 
管理方法 

浜田郷土資料館 480 ㎡ 昭和 35 年 60 年 指定管理 

金城民俗資料館 

金城歴史民俗資料館 

269 ㎡ 

175 ㎡ 

昭和 48 年 

昭和 48 年土蔵改装 

47 年 指定管理 

旭歴史民俗資料館 388 ㎡ 昭和 56 年 39 年 直営 

弥栄郷土資料展示室 174 ㎡ 昭和 14 年築を改装 

平成 17 年現在地開設 

15 年 直営 

三隅歴史民俗資料館 406 ㎡ 昭和 54 年 41 年 直営 
 
(3) 浜田城周辺整備検討会 

開府 400 年事業の一環として、平成 27 年 11 月から検討を開始し、平成

29 年 3 月までに全 10 回を開催した。 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針

(案)の取りまとめに際し、次のとおり検討会としての意見をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針(案)【平成 28 年度提案】について 

(1) 目的 

「歴史文化の保存と継承」、「ふるさと郷育」、「市民や観光客の交流」の拠

点として、とりわけ、子どもたちの郷土愛を育む教育的施設として活用する。

また、点在する市内の歴史文化資源への案内機能を担う。 

検討会としては、資料館整備を進めたいという総意を持った。資料館整備

後は、市民への説明責任を果たすため、その効果の検証を行う必要がある。

その点で、財政的負担をできる限り抑制しなければならない。 

このプロジェクトが市民に受け入れられるために、教育委員会、学校とし

っかりと連携してほしい。子どもたちがメインで活用する教育施設であり、

収益施設ではないので、そのことに関して、その重みを市でしっかりと考え

なければならない。 

(仮称)浜田歴史資料館整備事業 
経過説明と検討事項 
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(2) 機能 
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(3) 概要 

ア 設置場所 浜田城周辺(御便殿付近) 

イ 施設概要・展示内容 

施設名 延床面積 構造 展示内容 

本館 

(新設) 

1,445 ㎡ 鉄筋コンクリート 

2 階建 

浜田の歴史(全般)、浜田城、郷土の偉

人、企画展示、映像シアターほか 

別館 

(御便殿) 

539 ㎡ 木造平屋建 石見神楽、産業文化、御便殿ほか 

合計 1,984 ㎡   
 

(4) 整備費 

整備費 1,128 百万円 財源 1,128 百万円 

 内訳  内訳 

 本館（新設） 730 百万円  ふるさと寄附 848 百万円 

別館（御便殿） 140 百万円 過疎債 280 百万円 

共通（調査設計、展示ソフトなど） 

258 百万円 
 

(5) 運営費(年間見込額) 

支出(46.0 百万円)―収入(2.7 百万円) ＝ 43.3 百万円 Ⓐ 

既設資料館及び御便殿の統廃合効果額 10.7 百万円 Ⓑ 

実質増額 32.6 百万円 Ⓐ-Ⓑ 
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3 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針(案)に対する意見について 

(1) 事業説明会・意見聴取 

ア 浜田市議会 

事業説明会、意見交換会を 5 回開催 

 (平成 27 年 1 月、12 月、平成 28 年 9 月、11 月、1 月) 

イ 地域協議会 

各自治区地域協議会、地域協議会正副会長連絡会議、地域協議会合同

会議において事業説明・意見聴取を 4 回実施 

 (平成 27 年 1 月～3 月、平成 28 年 10 月、平成 29 年 1 月、2 月) 

ウ 浜田市内小中学校 

市内小中学校に対し、資料館整備に関するアンケートを 2 回実施 

 (平成 27 年 1 月、平成 28 年 11 月) 

エ (仮称)浜田歴史資料館整備事業説明会 

市民を対象とした事業説明会を 3 回開催(浜田会場、東部会場、西部

会場)  

(平成 29 年 2 月) 

オ パブリックコメント 

(仮称)浜田歴史資料館整備基本方針 (案)に対するパブリックコメン

トを実施(307 件(123 人)の意見提出) 

 (平成 29 年 1 月～3 月) 

(2) 市民の意見 

ア 主な賛成意見 

・ ふるさと郷育のために必要な施設である。 

・ 貴重な資料の収集、保存・継承は、市民の責務である。  

・ 郷土歴史家の育成拠点としてほしい。 

・ 学問・文化レベルの維持のためには必要である。 

・ 市内に点在する地域資源へとつながる軸となってほしい。 

イ 主な反対意見 

・ ハコモノを整備する時代でない。負の遺産となる。⇒公共施設再配

置の問題 

・ 事業費が高額である。⇒事業費の問題 

・ 他に優先すべき事業がある。ふるさと寄附は福祉事業等に活用して

ほしい。⇒優先順位、財源の問題  

・ 高額な維持管理費が市民の負担となる。⇒維持管理費の問題 
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・ 津波・浸水の恐れがある。⇒立地に係る安全性の問題 

・ 各自治区資料館保管の郷土資料は 1 か所に集約すべきではない。⇒

地元郷土資料分散の問題 

ウ 提案その他の意見 

・ 既存施設(こども美術館など)を活用すべき。⇒既存施設活用の問題 

・ バーチャルの活用 

・ 浜田市全体の都市計画・施設配置計画が必要である。⇒ゾーニング

の問題 

(3) 浜田市議会における予算案の取下げ 

議会、事業説明会、パブリックコメント等において、賛成のご意見を頂

いた一方、整備の必要性はあるものの財政的な負担や他事業の優先順位等

の懸念により反対や慎重な意見を多く頂いたことから、多くの人から賛同

が得られる整備案を再検討するため、平成 29 年 3 月議会定例会に上程し

た資料館整備に関する平成 29 年度一般会計当初予算案の取下げを行った。 

 

4 浜田市公共施設再配置方針との関係 

 既存資料館における再配置方針 

浜田市公共施設再配置方針では重複施設の解消の観点から、既存資料館

を統廃合する方針としている。 

これを踏まえて、教育委員会は浜田市資料館運営協議会及び文化財審議

会に対し既存資料館等の統廃合の在り方について諮問し、平成 28 年 7 月

28 日に次のとおり答申を受けた。 
 

 

  

 

 

 

 

 
 

※ 上記①は、金城以外の 4 施設を 1 施設に統廃合し、②は金城の 2 施設

を 1 施設に統廃合するもので、この検討会では、①に関する資料館整備

の検討を行う。 

 

施設の老朽化や維持管理、体制をはじめ、今後の建替えや大規模改修に対

し、現状の在り方では維持できない状況にあり、統廃合は止むを得ないもの

と考えられることから、既存の 6 施設を次のとおり 2 施設に統廃合する。 

① 浜田市浜田郷土資料館、浜田市旭歴史民俗資料館、浜田市三隅歴史民俗

資料館及び浜田市弥栄郷土資料展示室を 1 施設に統廃合する。 

② 浜田市金城民俗資料館と浜田市金城歴史民俗資料館を 1 施設に統廃合

する。 
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5 支所における展示計画 

各資料館の地元郷土資料をより多くの人が観覧できる機会を提供する

ため、支所の空きスペースを活用し、収蔵資料の一部を展示する。 

ア 平成 31 年度 

支所名 展示場所・延床面積 展示資料 

三隅 1 階 右側フロア 

現 産業建設課 約 54 ㎡ 

･漁具などの民具 

弥栄 弥栄会館 ･考古資料(土器・陶磁器) 

･山村生活の民具 

イ 平成 32 年度 

支所名 展示場所・延床面積 展示資料 

金城 1 階 左側フロア 

現 市民福祉課 21.3 ㎡ 

･岡本甚左衛門関係古文書 

･山村生活の民具 

旭 2 階 左側 

元ミーティングルーム 30 ㎡ 

･考古資料 (土器・瓦・土師器・

陶磁器) 

･古文書(本陣立札・村誌類) 

･産業(鉄滓・石見焼・瓦) 

･偉人(佐々田懋 服部之聡 

湯浅啓温 野田管麿) 

 

6 今後の資料館整備に係る検討事項とスケジュール 

(1) 資料館整備に係る検討会での検討事項 

整備の方向性、整備するとした場合の場所、建設費、運営費等など 

(2) 今後のスケジュール(予定) 

平成 31 年 

4 月 

第 1 回検討会 

・経過説明と検討事項の提示 

5 月 第 2 回検討会 

・浜田市財政状況及び公共施設再配置計画説明 

・資料館整備案の説明、検討 

6 月 第 3 回検討会 

・現地視察 

・資料館整備案検討 

7 月 第 4 回検討会 

・資料館整備案とりまとめ 

8 月  

9 月 議会に検討会での検討結果を報告 
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(仮称)浜田歴史資料館の整備案について 

 

1 平成 28年度(仮称)浜田歴史資料館整備計画とそれに対する意見 

 

(1) 当初計画の概要 

施設名 延床面積 構造 展示内容 

本館 

(新設) 

1,445㎡ 鉄筋コンクリート造

2階建 

浜田の歴史(全般)、浜田城、郷土の偉人、

企画展示、映像シアターほか 

別館(御便殿) 539㎡ 木造平屋建 石見神楽、産業文化、御便殿ほか 

合計 1,984㎡   
 
(2) 当初計画の整備費及び運営費 

整備費 1,128百万円 運営費（年間見込額） 43.3百万円 

 内訳  内訳 

本館（新設） 818百万円 支出(46.0 百万円)―

収入(2.7百万円)  Ⓐ 

43.3百万円 

別館（御便殿） 150百万円 既存資料館及び御便殿

の統廃合効果 Ⓑ 

10.7百万円 

展示関係 160百万円 実質増額 Ⓐ-Ⓑ 32.6百万円 
 

 

 

 

 

 

 

 

西側（浜田川方向）からのイメージ   東側（商工会議所方向）からのイメージ 

＜新設建物（左）と御便殿（右）＞    ＜御便殿（左）と新設建物（右）＞ 

 

(3) 当初計画に対する意見 

(仮称)浜田歴史資料館の整備計画に寄せられた意見には、賛成意見がある一方で、

次のような反対意見や慎重な意見、提案を頂いた。 

・事業費が高額であること(11億 2,800万円) 

・維持管理費が高額であること(年間の実質増額 3,300万円) 

・優先する事業があるのではないか 

・建物整備をする時代ではないこと 

・立地に係る安全性(津波、浸水の不安)に懸念があること 

・既存施設の活用を検討すべき(図書館、美術館の利用) 

第２回資料 



-2- 

2 見直し案 

平成 28 年度整備計画に対する意見を踏まえて、整備の方向性、整備するとした  

場合の場所、建設費、運営費などを中心に以下 3つの案について提案する。 

 

          単位：㎡                     単位：㎡ 

区分 当初 

 

 

Ａ案 

(面積縮小) 
Ｂ案 Ｃ案 

位置等 

城山公園内

御便殿周辺

に整備 

城山公園内 

御便殿周辺 

に整備 

中央図書館 

隣接地に整備 

こども美術館

を一部改修し 

建物海側に 

増設 

全体面積 1,445 1,320 1,640 520 

内 

訳 

 

展示室 420 420 420 420 

収蔵庫 300 300 300 

0 

(既存施設の 
改修により 
対応) 

事務室 100 30 30 0 

玄関関係 130 80 300 0 

トイレ 50 50 50 0 

その他 445 440 540 100 

御便殿 539 浜田城資料館として改修中のため省略 

各案の詳細は次ページ以降 
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3 3案 (Ａ～Ｃ案)の詳細について 

Ａ案：城山公園内(御便殿周辺)に整備 

※御便殿：浜田城資料館として改修 

Ａ案(城山公園内) 

資料館新設: 1,320㎡(うち展示 420㎡) 

 

                                

 
全 体 

面積 (単位：㎡) 
概  要 

1,320 

用 

途 

展示室 420 常設展示室、企画展示室 

収蔵庫 300 収蔵庫（古文書・歴史）、特別収蔵庫 

事務室 30 職員 7人 

玄関等 80 玄関、エントランス 

トイレ 50 男性、女性、多目的 

その他 440 機械室、荷解室、廊下、階段、渡り廊下 

この案の特徴 

・浜田城資料館との一体的活用を図ることができる。 

・城山公園内であることから、自然や歴史的環境に恵まれている。 
 

※ 御便殿付近の津波による最大の浸水の深さは 30cm 未満(出典:浜田

市津波ハザードマップ)であることから、展示物への影響はないもの

と思われる。 

御便殿 

1階 

650㎡ 

2階 

640㎡ 

展示室 収蔵庫 

玄関 

多目的室 事務室 

渡り廊下 

30㎡ 

新設部分 
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Ｂ案：中央図書館に隣接して整備 

Ｂ案(中央図書館隣接) 

資料館新設: 1,640㎡(うち展示 420㎡) 

 

 

 
全 体 

面積 (単位：㎡) 
概   要 

1,640 

用 

途 

展示室 420 常設展示室、企画展示室 

収蔵庫 300 収蔵庫（古文書・歴史）、特別収蔵庫 

事務室 30 職員 6人 

玄関等 300 玄関、1階・2階エントランス 

トイレ 50 男性、女性、多目的 

その他 540 機械室、荷解室、廊下、階段、EV 

この案の特徴 

・ 物資搬入路及び駐車場を確保するために 1階を下駄履き形式の 2階

建とする。 

・ 構造上、玄関、エントランス、廊下等の面積が広くなる。 

・ 図書館と隣接することで、相互活用を図ることができる。 

 

図書館 

通路 

駐車場 

2階 1,340㎡ 

1階 300㎡ 

玄関 

玄関 

展示室 

収蔵庫

室 

事務室 

搬入口 

搬入路 

新
設
部
分 
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Ｃ案：世界こども美術館を改修して整備(増設部分と美術館の一部改修で複合利用) 

Ｃ案(世界こども美術館改修) 

資料館増設: 520㎡(うち展示 420㎡) 

 

 

 

 

全 体 

面積 (単位：㎡) 

概   要 増設:520 

＋美術館改修：566 

用 

途 

展示室 420 増設 別に美術展示室 200㎡ 

収蔵庫 0 既存展示室を改修 430㎡ 

事務室 0 美術館と共用 職員 3人 

トイレ 0 美術館と共用 

玄関等 0 美術館と共用 

その他 100 増設 機械室、倉庫 

この案の特徴 

・美術館 1階の海側に歴史展示室を増設  

・博物館系の類似施設として一体的な施設とすることができる。 

・施設の複合化により事務室やトイレ、玄関等を共用できる。 

 

 

 

 

 

1階 520㎡ 

世界こども美術館 

スロープ 

玄関 

5階 収蔵庫（295㎡ 改修） 

2階 受付 事務室 （美術収蔵庫） 

3階 多目的ホール 収蔵庫（140㎡ 改修） 

1階 歴史展示室受付（新設） 創作室  

増設部分 

展示室 

機械室 倉庫 4階 美術展示室（200㎡） 

 

※ （仮称）浜田歴史資料館と世界こども美術館の複合化における考え方 

複合化した場合には、新たな展示室及び収蔵庫の確保が必要となる

が、美術館の構造上、展示ケースの設置が困難なため、展示室は別棟 

 を増設し、収蔵庫は美術館内の改修により確保するもの 

世
界
こ
ど
も
美
術
館
内
部 



-6- 

4 整備費及び運営費の比較                        

ア 整備費         単位：百万円             単位：百万円 

区分 
H28年度提案 

 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 
H28試算 R1試算 

全体面積(㎡) 1,445 1,445 1,320 1,640 520 

資料館(新設・増設)  818 916 844 1,087 315 

資料館展示関係 160 302 302 302 302 

美術館(改修) － ― － － 176 

御便殿(改修・ソフト) 150 82  82 82 82 

整備費合計 1,128 1,300 1,228 1,471 875 

 

 イ 運営費         単位：百万円             単位：百万円 

区分 
H28年度提案 

 

 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 
H28試算 R1試算 

運 

営 

費 

歴

史

資

料

館 

人件費 9 26 26 24 11 

職員数 

館長  0人 
職員  0人 
臨時等 4人 
文化振興課 
職員 4人 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 4人 
 
 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 4人 
 
 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 3人 
 
 

館長  0人 
職員  1人 
臨時等 2人 
 
 

施設管理費 34 42 38 34 13 

小計 43 68 64 58 24 

御

便

殿 

人件費 ― ― ― 3 3 

職員数 ― ― ― 臨時等 2人 臨時等 2人 

施設管理費 ― ― ― 4 4 

小計 ― ― ― 7 7 

合 計 43 68 64 65 31 

既存施
設運営
費減額
分 
 ※① 

美術館(現行
60百万円)     △10 

郷土資料館
等(現行 10
百万円) 

△10 △10 △10 △10 △10 

整備後の実質増額分 33 58 54 55 11 

※① 既存施設運営費減額分：(仮称)浜田歴史資料館の完成に伴い、削減可能な運営費 

（注） 各案にかかわらず、世界こども美術館では、別途約 150,000千円修繕費が必要(空調修理、

外壁修繕)  
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5 「浜田市中期財政計画」との関係 

平成 30 年度中期財政計画の事業費（1,128 百万円）との差 

区分 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

整 備 費 1,228 百万円 1,471 百万円 875 百万円 

1,128 百万円との差額 ＋100 百万円 ＋343 百万円 ▲253 百万円 

 

6 「浜田市公共施設再配置方針」との関係  

ア 既存施設の方針（平成 28 年 3 月作成方針） 

既存施設名 施設別方針 延床面積 

浜田郷土資料館 統廃合 479.48 ㎡ 

金城民俗資料館 統廃合 268.20 ㎡ 

金城歴史民俗資料館 統廃合 174.22 ㎡ 

旭歴史民俗資料館 統廃合 387.13 ㎡ 

弥栄郷土資料展示室 統廃合 173.07 ㎡ 

三隅歴史民俗資料館 統廃合 405.74 ㎡ 

合  計 1,887.84 ㎡ 

（参考）1,887.84 ㎡×7 割＝1,321.49 ㎡ 

 

 

イ 70％試算延床面積（1,321.49 ㎡）との差 

区分 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

面  積 1,320 ㎡ 1,640 ㎡ 520 ㎡ 

1,321.49 ㎡との差 ▲1.49 ㎡ ＋318.51 ㎡ ▲801.49 ㎡ 

 

※現在、支所空スペース等を活用した資料展示を検討中。 

  また、金城民俗資料館、金城歴史民俗資料館については存続を検討中。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-「将来に責任ある持続可能な財政運営」を目指して- 

 

 

 

計 画 期 間 平成 30年度～平成 34年度（5年間） 

見通し期間 平成 35年度～平成 39年度（5年間） 
 

 

 

 

 

           《抜 粋》 
 

 

 

 

 

 

平成 30 年 12月 
 

 

 

浜 田 市 

第 2回資料 別添 １ 
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4 財 政 計 画  

 

 

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

74 73 72 70 69 85 82 80 78 76
 内  市民税 29 29 28 27 27 27 27 26 26 26

 内　固定資産税 39 39 39 37 37 53 50 48 46 45
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

16 18 19 19 19 19 19 20 20 20
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

122 122 119 116 117 103 102 100 97 96
 内  普通交付税 108 108 106 103 104 90 89 87 84 83
 内　特別交付税 14 14 13 13 13 13 13 13 13 13

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

110 83 71 76 81 70 70 71 72 69
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

15 23 9 12 10 8 8 7 6 5
 内  財政調整基金 0 1 6 5 2 2 2

 内  減債基金 1 8 1 1

 内  地域振興基金 4 6

 内  まちづくり振興基金 2 2 2 2 1 1 1 1 1

 内　ふるさと応援基金 5 3 3 2 4 5 5 5 5 5

 内  市有財産有効活用推進基金 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 内  市民生活安定化基金 2 0 1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

55 46 29 31 30 27 32 34 34 35
 内 合併特例債 15 10 5 3 2 3

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 過疎・辺地対策事業債 17 22 11 14 14 11 17 13 15 16

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 公共事業等債・資金手当債 5 0 1 3 3 4 3 5 8 3

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 臨時財政対策債(可能額) 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

33 25 21 21 22 22 20 19 17 18

 内 ふるさと寄附金 10 8 6 6 6 6 6 6 6 6

 内 繰越金 5 0 △ 0 △ 2 △ 1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 340 339 336 330 324
歳入合計

 ８．その他の収入

 ４．使用料、手数料

 ５．国、県支出金

 ６．繰　入　金

 ７．地　方　債

【第１表  歳入内訳】

 ２．地方譲与税、各種交付金

 ３．地方交付税

 １．地  方  税

*

*

*

* *

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 340 339 336 330 324
　　正味の歳入総額 426 388 345 345 349 340 339 336 332 326

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 339 339 338 331 325
　　正味の歳出総額 421 384 345 351 354 339 339 338 331 325

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

0 △ 0 △ 2 △ 1 △ 1
　　正味の歳入歳出差額 5 4 △ 0 △ 6 △ 4 0 △ 0 △ 2 0 1

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

149 137 132 124 119 118 116 114 112 111
　　財政調整基金 40 43 42 36 31 29 27 26 26 26

　　減債基金　 41 34 33 33 34 36 36 37 38 39

　　まちづくり振興基金 27 25 23 22 21 20 19 18 17 17

　　地域振興基金 6

　　ふるさと応援基金 21 21 21 22 22 20 19 17 16 14

　　その他基金 15 14 12 11 11 13 14 16 16 15

　基金年度末現在高（普通会計）

【第２表  収支･基金内訳】

項          目

　歳　　入　　総　　額

　歳　　出　　総　　額

　歳 入 歳 出 差 額

*

*
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Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

60 59 64 63 62 61 60 59 59 58
 内 議員報酬手当 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3

 内 特別職給与 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

 内 職員給 51 50 49 48 47 47 46 45 45 44

 正規職員数 615人 605人 590人 582人 572人 559人 550人 543人 534人 529人

（　）内は再任用含む職員数 (627 人) (626 人) (630 人) (625 人) (616 人) (615 人) (596 人) (585 人) (583 人) (576 人)

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

43 42 38 39 38 38 38 39 38 37
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

71 72 74 74 75 76 77 77 78 79
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

42 42 37 34 33 32 31 31 30 29
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

104 62 28 35 39 25 30 32 32 30
 内　自治区枠 7 5

 内　共通枠 97 57 28 35 39 25 30 32 32 30

　　再掲　旧那賀郡施工分 10 13 13

　　再掲　公共施設の整備・改修 24 33 10 19 27 14 13 13 12 10

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

57 62 56 56 58 56 54 50 47 45
 内　繰上償還額 （ア） 4 7

 （ア）による繰上償還影響額　 △ 0 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

11 9 4 4 4 7 6 6 4 4
 内　財政調整基金 5 4 0 0 0 0 0 0 0 0

 内　減債基金 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

 内　ふるさと応援基金 5 4 3 3 3 3 3 3 3 3

 内  市有財産有効活用推進基金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 内  市民生活安定化基金 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

37 40 40 40 40 39 39 38 38 37
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 339 339 338 331 325
歳出合計

 １．人　件　費

 ２．物　件　費

 ３．扶　助　費

 ４．補　助　費　等

 ５．投資的経費

 ６．公　債　費

 ７．積　立　金

 ８．繰　出　金

 ９．そ　の　他

【第３表  歳出内訳】

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

203 204 203 199 199 200 196 191 187 184

0.397 0.396 0.395 0.394 0.395 0.418 0.440 0.463 0.463 0.464
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

92.5 93.7 96.1 99.0 99.0 96.0 96.0 96.4 96.6 96.3
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

10.6 11.2 11.6 12.4 12.7 12.8 12.3 11.6 10.9 10.1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

543 531 508 485 461 435 417 404 394 388

【第４表  財政指標】

区　　　　　　分

　標準財政規模

　財政力指数

　経常収支比率

　実質公債費比率

　地方債残高

*

*

*



6　主 要 事 業

区分 平成29年度以前 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度以降

継続

26百万円 99百万円 38百万円 25百万円 92百万円 36百万円 59百万円

継続

9百万円 117百万円 176百万円 22百万円

新規

24百万円 21百万円

継続

0百万円 6百万円 17百万円 217百万円

継続

375百万円 26百万円 33百万円 44百万円 45百万円

継続

128百万円 1,569百万円 1,855百万円 137百万円 923百万円 1,898百万円

新規

579百万円

継続

180百万円 21百万円 26百万円

継続

129百万円 69百万円 68百万円 32百万円 32百万円 31百万円 395百万円

継続

103百万円 259百万円 261百万円 299百万円 173百万円

事業年度

旭支所庁舎複合化・周辺整備事業 【旭】

3億2,400万円 （1億100万円）

元谷団地圃場整備事業 【金城】

5億2,300万円 （1億8,000万円）

子育て支援のための拠点施設整備事業 【浜田】

2億4,000万円 （7,900万円）

市有財産有効活用推進事業 【全自治区】

3億7,500万円 （2,600万円）

ＣＡＴＶ中継局舎設備増設事業

【旭・弥栄】

4,500万円 （1,400万円）

高度衛生管理型荷捌所整備事業 【浜田】

65億1,000万円 （3億4,400万円）

浜田駅周辺整備事業 【浜田】

10億9,500万円 （2億3,900万円）

戸地線改良事業 【旭】

7億5,600万円 （1億1,700万円）

谷線道路改良事業 【弥栄】

2億2,700万円 （3,300万円）

（仮称）浜田港公設市

場整備事業

【浜田】

5億7,900万円

（1億7,700万円）
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区分 平成29年度以前 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度以降

継続

1百万円 172百万円 114百万円

継続

31百万円 21百万円 16百万円 21百万円 21百万円 100百万円

継続

202百万円 175百万円 110百万円

新規

3百万円 46百万円 63百万円 73百万円 63百万円

継続

108 242百万円

継続

25百万円 240百万円 98百万円

継続

69 1,059百万円

継続

33百万円 100百万円

新規

9百万円 73百万円

※　事業費ベースで記載しています。ただし、（ ）内は実質市負担を表します。

※　”区分”については、今年度の計画策定において新たに掲載した事業を”新規”、前年度策定の計画で掲載されていたものは”継続”としています。

※　テキストボックスの右側矢印がない事業は平成36年度以降も事業が継続しています。

事業年度

浜田駅前広場整備事業 【浜田】

2億8,700万円 （9,700万円）

井野37号線道路改良事業 【三隅】

2億1,000万円 （2,900万円）

城山公園整備事業（浜田城周辺整備事業） 【浜田】

4億8,700万円 （1億600万円）

公共残土等処理場整備事業 【三隅】

2億4,800万円 （0万円）

（仮称）杵束地区コミュニティー施設整備事業 【弥栄】

3億6,300万円 （1億1,300万円）

長沢公民館整備事業 【浜田】

3億5,000万円 （1億500万円）

（仮称）浜田歴史資料館整備事業【浜田】

11億2,800万円 （4億6,400万円）

浜田市野球場施設改修事業【浜田】

1億3,300万円 （4,100万円）

浜田城資料館整備事業【浜田】

8,200万円 （0万円）
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県内８市健全化判断比率（速報値）の状況について

実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率

松江市 14.6 % 108.8 % 5 位 4 位 773 位 717 位 1,674 位 1,595 位

浜田市 10.1 % 72.3 % 1 位 1 位 596 位 607 位 1,301 位 1,385 位

出雲市 16.6 % 165.4 % 8 位 8 位 800 位 800 位 1,719 位 1,717 位

益田市 14.8 % 132.8 % 6 位 7 位 778 位 767 位 1,682 位 1,675 位

大田市 13.6 % 94.0 % 4 位 3 位 755 位 680 位 1,631 位 1,530 位

安来市 15.9 % 130.7 % 7 位 6 位 791 位 765 位 1,708 位 1,670 位

江津市 13.4 % 119.6 % 3 位 5 位 748 位 740 位 1,620 位 1,631 位

雲南市 11.0 % 91.3 % 2 位 2 位 652 位 677 位 1,429 位 1,519 位

全国都市＝814団体 全国市区町村＝1,741団体、実質公債費比率平均6.4％、将来負担比率平均33.7％

実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成28年度 9.9 % 82.6 % 1 位 2 位 563 位 637 位 1,245 位 1,450 位

平成27年度 10.6 % 93.1 % 1 位 3 位 574 位 666 位 1,277 位 1,506 位

平成26年度 12.0 % 106.5 % 1 位 3 位 612 位 678 位 1,346 位 1,526 位

平成25年度 13.4 % 115.8 % 1 位 4 位 645 位 699 位 1,401 位 1,566 位

実質公債費比率 将来負担比率

平成29年度 66 位 65 位
平成28年度 55 位 60 位
平成27年度 55 位 63 位
平成26年度 158 位 167 位
平成25年度 162 位 170 位
※浜田市の類似団体区分は「Ⅱ－３」（85団体）

　（平均　実質公債費比率6.5%、将来負担比率40.4%）

※平成26年度までは「Ⅱ－１」（198団体）

団体名
平成29年度 県内順位 全国都市順位 全国市区町村順位

県内順位 全国都市順位 全国市区町村順位

浜田市
類似団体順位

※類似団体順位は「平成28年度類似団体別財政指
　数表」（総務省資料）により設定された類型を基に
　算定。

浜田市 実質公債費比率 将来負担比率

13.4
12 10.6 9.9 10.1

106.5
93.1 82.6 82.6

72.3
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H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H28 H29

実質公債費比率（3か年平

均）
実質公債費比率（単年度）

将来負担比率

実質公債費比率 将来負担比率

財政再生基準 35.0
早期健全化基準350.0

早期健全化基準 25.0

%
%

用語

　実質的な公債費（地方債の元利償還金）が財政に及ぼす
負担を表す指標です。
　毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企
業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実
質的な公債費相当額に充当されたものの占める割合です。
　地方債協議制度の下では、１８％以上の団体は、地方債の
発行に際し許可が必要となります。

　地方公共団体の一般会計等（普通会計）の借入金や将来
支払う可能性がある負担等の現時点での残高の程度を指標
化し、将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比
率です。
　３５０％以上の団体は、早期健全化団体として指定されま
す。

説明

【用語解説】

実質公債費比率 将来負担比率



  

公共施設再配置の取組について 

 

1 公共施設の状況と削減目標 

 浜田市の公共施設（ハコモノ施設）は、平成 25 年 9 月末時点で 575 施設を保有

し、市民一人あたりの延床面積は 6.86 ㎡（全国平均の約 2 倍）となり、全国的に

みても過大な状況です。 

また、平成 26 年度に推計した「長期財政見通しシミュレーション」では、これ

ら施設を同規模で建替えた場合は、40 年間で約 7 割の施設しか更新できない見込

みとなりました。 

 このことから、平成 27 年 3 月に公共施設再配置方針や同実施計画を定め、「統

廃合」、「複合化」、「譲渡」、「廃止」等の施設別方針に基づき、40 年間（平成 28 年

度～令和 37 年度）で 3 割削減を目標としています。 

 

表 公共施設の状況〔平成 25 年 9 月末時点〕 

項 目 内 容 備 考 

対象施設 ハコモノ施設数 575 施設 特別会計施設含む 

建物状況 
総延床面積 約 40 万㎡  

市民 1 人あたり延床面積 6.86 ㎡ 全国平均値の約 2倍 

老朽化状況 築 30 年以上の施設 約４割 10 年後には約 6 割 

 

表 公共施設の将来更新投資額の試算 

項 目 金額等 備 考 

更新投資額(累計) 1,086 億円 40 年間（H26～R35 年） 

更新投資額(年平均) 27.1 億円 1,086 億円/40 年 

更新投資可能額(年間) 19.0 億円  

更新可能施設 約７割 19.0 億円/27.1 億円 

※長期財政見通しシミュレーションより（特別会計施設を除く） 

 

 

 

 

（裏面あり）  

 

第 2 回資料 別添 ２ 



 

 

2  公共施設再配置の進捗状況（延床面積ベースでの参考値） 

公共施設再配置の進捗管理においては、分かりやすい指標として延床面積の 3割

削減を目安にしています。 

施設別方針に基づき、施設の削減を進めた場合は、将来的に延床面積の 37.1％

を削減できる見込みです。ただし、新規施設整備にあたっては、その新規施設と同

等面積の既存施設を削減し、3 割削減を確保する必要があります。 

 

  表 施設数・延床面積等の状況（一般会計） 

 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 比 較 

(4 月 1 日) (4 月 1 日) (10 月 1 日) (10 月 1 日) (H30－H27) 

施設数（施設） 503 494 478 463 ▲40 

 前年度比 － ▲9 ▲16 ▲15  

延床面積（㎡） [A]372,746 377,351 380,319 378,090 ＋5,344 

 前年度比 － ＋4,605 ＋2,968 ▲2,229  

将来の延床面積（㎡）[B] 234,509 235,523 235,884 234,384 ▲125 

 削減予定面積  [B-A] ▲138,237 ▲137,223 ▲136,862 ▲138,362  

 削減率  [(B-A)/A] ▲37.1% ▲36.8% ▲36.7% ▲37.1% ▲0.0 

 



  

 

                        

 

浜田市における住宅用火災警報器の設置状況について 

 

 このことについて、浜田市全域の集計が終了しましたので、以下のとおり報告します。 

 

（調査期間：平成 30 年 11 月 1日～平成 31 年 3月 31 日） 

自治区名 調査数（戸） 設置数（戸） 設置率（％） 
※条例適合率

（％） 

浜田 2，406 1，867 77.6 58.0 

金城 963 760 78.9 52.5 

旭 601 464 77.2 51.2 

弥栄 291 238 81.8 62.5 

三隅 1，343 1，050 78.2 56.1 

合  計 5，604 4，379 78.1 56.1 

 

※「条例適合率」とは、浜田市火災予防条例で設置が義務付けられている住宅部分（寝室及び

階段の天井等）全てに、住宅用火災警報器が設置されている世帯の全世帯に占める割合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 元 年 5 月 23 日  

総務文教委員会資料 

浜田市消防本部予防課 



 

 

今年度の消防団車庫統合について（報告） 

 

【大麻分団統合新築】 

 

 

 

 

   予算額  20,282,000 円（含む：ホース乾燥塔、ヘリ接地帯） 

 

【浜田分団統合に伴う新車庫改装】 

 

 

 

 

 

【長浜分団統合に伴う改装】 

 

 

 

 

 

【解体予定】 

  杵束分団 5 班消防ポンプ車庫 

  大麻分団 1 班消防ポンプ車庫 

      2 班消防ポンプ車庫 

  浜田分団 1 班・3 班車庫については来年度解体の予定 

 

 

  

 

令和元年 5 月 23 日 

総務文教委員会資料  

消防本部 警防課  

1 班車庫は、土砂災害特別警戒区域内にあり、崩落被害を受けた経緯

があり、2 班も周辺道路環境が悪いため移転先を探していたもので、西

村ＩＣ付近への移転に伴い統合し、併せてヘリコプター接地帯を整備す

る。 

  浜田分団 1～4 班を、殿町警察署跡地車庫へ集約する。移転に伴い待

機スペース等の改装を行う。 

  予算額  1,202,000 円 

  長浜分団 1 班の手引きポンプ庫を廃止し、現行の 2・3 班車庫を改装 

 し、軽積載車を追加配備する。 

  予算額  1,155,000 円 



 

島根県消防大会及び島根県消防操法大会の開催について（報告） 

 

〇第 71 回島根県消防大会 

 1 目的 

    県内消防関係者の士気の高揚と団結を図り、ますます消防体制を強化拡充し、

もって消防の完遂を図ることを目的とする。 

 2 主催・後援 

   <主催> 島根県、浜田市、（公財）島根県消防協会 

   <後援> （公財）日本消防協会、島根県市長会、島根県町村会 

   <支援> 浜田市消防本部、浜田市消防団 

 3 日時  

    令和元年 7 月 27 日（土） 14 時 00 分 ～ 

 4 会場 

    ふれあいジム・かなぎ   浜田市金城町七条イ 982 

 5 役員 

    大会長 島根県知事 

    副会長 浜田市長、島根県防災部長、（公財）島根県消防協会会長、 

（公財）島根県消防協会副会長 

 6 参加者  

    市町村、消防機関、消防団、女性消防隊（クラブ）等 

 7 消防大会次第（予定） 

   （1）開式の辞                     14：00 

   （2）国歌斉唱 

   （3）殉職会員に対する黙祷 

   （4）挨拶 

       大会長                     14：05 

       消防管理者代表（市長会長・町村会長） 

   （5）歓迎の辞                     14：14 

   （6）表彰                       14：20 

   （7）来賓祝辞                     14：50 

   （8）祝電披露                     15：15 

   （9）受賞者代表謝辞                  15：17 

    (10）次期開催地挨拶                  15：20 

    (11) 大会決議                                         15：25 

    (12) 万歳三唱 

       (13) 閉式の辞                                         15：30 

       (14) 記念講演                15：40 ～ 16：40 

       (15) 解散                       16：40 

 

（裏面へ）       

令 和 元 年  5 月 23 日 

総 務文教委 員会資料 

消 防 本 部  警 防 課 



〇第 63 回島根県消防操法大会実施要綱 

 

1 目的 

消防団員の消防技術の向上と士気の高揚を図り、もって消防活動の進歩充実に 

寄与することを目的とする。 

 

2 主催 

  島根県、浜田市、（公財）島根県消防協会 

 

3 後援 

（公財）日本消防協会、島根県市長会、島根県町村会 

 

4 支援 

  浜田市消防本部、浜田市消防団 

 

5 日時 

  令和元年年 7 月 28 日（日） 午前 8 時 30 分～ 

 

6 場所 

  浜田市金城総合運動公園 （浜田市金城町七条イ 982） 

 

7 大会役員等 

  大会長  （公財）島根県消防協会会長（大会運営委員長） 

  副会長  浜田市長、島根県防災部長、（公財）島根県消防協会副会長 

  審査長  島根県消防学校校長 

  副審査長 島根県消防学校教務課長 

  審判員  島根県消防協会会長が委嘱する者 

 

8 大会次第 

（1） 選手入場 

（2） 開会式  

（3） 選手退場 

（4） 操法開始  （ポンプ車操法 小型ポンプ操法）  

（5） 休憩 

（6） 操法終了 

（7） 閉会式 

 

9 出場チーム（予定） 

   ・ポンプ車の部 13 チーム  ・ 小型ポンプの部  22 チーム 

    地元出場 ポンプ車の部   石見分団 

         小型ポンプの部  長浜分団・波佐分団  

                  上府分団（開催地推薦） 

 



教頭 栄養教諭 養護教諭

主幹教諭 学校栄養士 〔養護助教諭〕

勝手　博美 佐々木 菜穂

花田　健司 〈前田 陽子〉

大達　高弘

大久保　奈々

橋ヶ迫　純

内田　　伸

山根 奈津子

〈湯淺 美里〉

松原　陽香

<野津かおり>

滝本　浩之 領家　弘典 黒見　正樹
(校長待遇)西谷 高至 品川　仁志 竹下　敦子

石田　和範 岡田　恵子

山岡　修子 (山田　光広)

注1：網掛けは異動者です 注2：(　)は嘱託職員、｢　｣はパート職員、<　>は代替者です。

25-8608 桑原　彩

幼
稚
園

原井幼稚園 平成31年度休園

石見幼稚園 22-0493 22-0493

川邊 裕香、石田 美樹、｢岡本 佳代」

美川幼稚園 26-0185 26-0185 大野　勝義 田中 由美子 (小松原 秀子)
佐々岡 美樹、多賀 菜月、(伊藤　歩）、
「宮田　浩子」

三浦　稔子 原田　令子 (岩元　玲子)
奥田 諒子、池田 美穂、(増和 麻希)、
｢高橋 景子｣、｢長冨 直美」

長浜幼稚園 27-0575 27-0575 吉田　英昭

和田　充麿 (秋田　　清) 林　　杏奈 野上　佳

三隅中学校 32-0062 32-0164 沖田　將文 勝部　　強 (河瀨　智香) 岩下 麻優美 原　久美子

48-2239 48-2647 安達　正治

長尾　佳保 (加瀬 しのぶ)

浜田学校給食センター 23-2423

〔河野 明子〕 山田　耀司

旭中学校 45-0076 45-0518 千原　敬史 大﨑　正和 (小田　初枝) 大野　優子 尼川 いづみ 片岡　恵美

中
学
校

金城中学校 42-0044 42-0964 阿部　哲彦 高橋　英二 (本田　　勉) 佐々木　千桂

弥栄中学校

森川 由香里 原　　梓紗

浜田東中学校 28-3210 28-3211 佐田　良二 鶴野　公昭 (坂根　美穂) 中津　愛海 直江 宗一郎

第四中学校 27-0813 27-4723 西村　　淳 上部　　徹 (西谷　秀男)

安達　法子

第三中学校 27-1150 27-1151 川田　英樹 藤岡　理紗 稲田　佳保里 本田　翔梧

花本 千歌子

第二中学校 22-1268 22-1269 佐藤　徹 有田　妙子 (中川　大輔) 泉　多己江

第一中学校 22-0946 22-0947 (桑原　　篤)

岡見小学校 32-0403 32-2931 松本　悦教 河本　誠二 (塚本　良治) 齋藤　知香 佐々木 友幸

三隅小学校 32-4040 32-4043 樋野　淳巳 出川　政司 千原　妙子 加藤　陽子 細川 満喜子 平中 いずみ

幸田 久美子 田淵　公子

弥栄小学校 48-2210 48-2645 樋野　不二子 寺本　典則 (井上　順子) 島田　良子

旭小学校 45-0014 45-0195 細川　寿俊 梶谷　康和 (田原　俊二)

狩野　涼子 石田　龍嗣

小林　　信 德永　勝俊 (曽田　弘美) 伊藤　　希 山﨑 三樹人

波佐小学校 44-0028 44-0032 加藤　道夫 川神　和子 (岡本　照子) -

滝本　福恵 宮本 美由紀

雲城小学校 42-0006 42-0886 佐々木　伸 川神　　幸 (佐々岡 綾音)

三階小学校 23-2400 23-2498 松本　　潔 横田　裕二 (潮　　直行)

〔佐々木恵子〕

(小中　政彦) 山崎　紫菜 来須　由香

国府小学校 28-0028 28-0494 三浦　秀人 西村 みゆき 野上 由香理 吉賀　孝則

(河野　高志) 重光　睦美 山田　早苗

周布小学校 27-1006 27-4724 中川　伸二 (鎌田　早苗) 角　江美り 宮本　綾子

(水野　美恵) 白川 扶美子 野上　尚樹

石見小学校 22-0512 22-0513 渡邉　　淳 (前田 佳代子) 佐々木 美津枝

(濵野　智子) 舟木　志織 中村 みどり 新森　恵子

雲雀丘小学校 22-1141 22-1142 齋藤　祥文 野津　道人 (迫山　俊光) 有田　君江 大野　善功

小
学
校

原井小学校 22-0863 22-0864 鳥居　正嗣 佐々木　挙匡

美川小学校 27-0802 27-4722 岡田　憲明

松原小学校 22-0262 22-0312 玉木　敦子 田中　岳志

植田 さゆり

長浜小学校 27-0221 27-0239 濵崎　政寿 山本　康治

今福小学校 42-0304 42-0309

令和元年度　学校職員名簿

H31.4.1現在

学校幼稚園名 TEL FAX 校長 用務員 事務職員

学校栄養士

栄養教諭

栄養教諭

栄養教諭

栄養教諭

学校栄養士

学校栄養士

令和元年 5月 23日

総務文教委員会資料
教育委員会学校教育課







■浜田自治区 ■旭自治区

公民館名 氏名 備考 公民館名 氏名 備考

浜田公民館（22-9358） 磯野　光孝 館長 今市公民館（45-1757） 大屋　マサ子 館長

殿町6-1 藤戸　千春 主事（Ｈ31.3～） 旭町今市641-1 原田　佳弘 パート事務員

田畑　恵 主事 小野　喜久子 パート事務員

庄司　裕 パート事務員 木田公民館（45-1105） 藤本　静晴 館長

石見公民館（22-1380） 伏谷　和重 館長 旭町木田219-13 文田　美奈子 主事

黒川町132－2 虫谷　昭則 主事 和田公民館（45-1918） 早田　末男 館長

江木　眞由美 主事 旭町和田1284 大屋　美根子 主事

松谷　敏秀 パート事務員 都川公民館（47-0001） 白川　英隆 館長

長浜公民館（27-4614） 瀧口　嘉輝 館長 旭町都川889 寺本　秀孝 主事

熱田町1441‐18 近藤　利明 主事 市木公民館（47-0077） 尾崎　光政 館長

長谷川　真美 主事 旭町市木2919-2 松原　久美 パート事務員

原井　直美 主事

和田　正明 パート事務員

国府公民館（28-1270） 佐々木　満 館長 ■弥栄自治区

国分町1981‐136 平野　陽子 主事 公民館名 氏名 備考

濱本　雅子 主事 杵束公民館（48-2258） 日下田　周之 館長

石渡　一子 主事 弥栄町木都賀イ528-1 三浦　誓子 主事

河野 恒弘 パート事務員 選任中 Ｈ31.4末退職

有福分館（28-2841） 近重　邦昭 パート事務員 安城公民館（48-2917） 岡本　薫 館長

下有福町436 近重　ひとみ パート事務員 弥栄町長安本郷544-1 大塚　美穂 主事

周布公民館（27-0058） 長元　爲利 館長

周布町ｲ374 中村　和恵 主事（Ｈ31.4～） ■三隅自治区

吉賀　聖江 主事 公民館名 氏名 備考

　佐々木　光代 主事 三隅公民館（32-0500） 金山　正司 館長

原田　伸男 パート事務員 三隅町向野田581 野尻　かおり 主事

美川公民館（27-3657） 平野　公望 館長 佐々木　瑞恵 主事

内村町592‐1 永見　繁廣 主事 三保公民館（32-0314） 下岡　安之 館長

岡村　智実 主事 三隅町湊浦120 寺井　倫子 主事

牛尾　幸子 主事 髙松　絵美 主事

大麻公民館（27-0897） 佐々木　勝重 館長 岡見公民館（32-2298） 原田　和義 館長

西村町1038‐8 大上　美和子 主事 三隅町岡見516 齋藤　玲子 主事

長松　典子 パート事務員 渡辺　支帆子 主事

新田　哲朗
パート事務員
（Ｈ31.4～）

井野公民館（34-0007） 大田　久一 館長

三隅町井野ヘ1816－2 篠原　早由美 主事

中村　淳子 主事

黒沢公民館（35-1509） 三浦　博美 館長

■金城自治区 三隅町下古和1518 石川　直美 主事

公民館名 氏名 備考 杖田　小百合 主事

雲城公民館（42-2076） 岡本　修治 館長 白砂公民館（32-1288） 串崎　美之 館長

金城町下来原171 嶧田　澄江 主事（Ｈ31.4～） 三隅町折居883 吉本　美和子 主事

選任中 主事 田城　舞 主事（Ｈ31.4～）

今福公民館（42-2083） 遠藤　正嗣 館長

金城町今福105-2 岩土　みどり 主事 ※20時間未満のパート事務員は名簿に記載なし

美又公民館（42-1704） 石田　禮子 館長 作成時点　R1.5.8

金城町追原176 山田　義雄 主事（R1.5～） 太文字:新規任用職員

久佐公民館（42-2666） 岡本　彰治 館長

金城町久佐イ575-7 金子　さつき 主事 館長 26名

波佐公民館（44-0146） 槇田　　浪子 館長 主事 41名

金城町波佐イ441-1 酒井　喜代子 主事 パート事務員 22名

小国公民館（44-0254） 栗栖　龍之助 館長 合計 89名

金城町小国イ160-1 横山　さつき 主事

令和元年度　浜田市立公民館館長・主事名簿(R1.5.8現在)

令和元年 5 月 23 日

総務文教委員会資料
教育委員会生涯学習課



 

 

石見交通バスの運行ダイヤ改正について 
 
 
1 改正の概要について(令和元年 6月 1日改正)  ※詳細は別紙のとおり 
（1）有福線 
    【江津 → 周布】 廃止：1便、変更：5便 
    【周布 → 江津】 廃止：3便、変更：7便 
（2）今市線  
    【周布 → 今市】 廃止：1便、変更：1便 
    【今市 → 周布】 廃止：1便、変更：1便 
（3）浜田益田線   
    【石見交通本社 → 浜田駅前】 ※ 変更なし 

    【浜田駅前 → 石見交通本社】 廃止：1便 
（4）周布線   
    【浜田駅 → 周布】 廃止：1便 
    【周布 → 浜田駅】 ※ 変更なし 
 

2 情報把握の経過について 
    平成 31年 2月 5日（火） 石見交通本社より資料入手 
                               ･ダイヤ改正に伴う事前協議ではなく、改正予定 

内容の情報提供。 
    平成 31年 2月 12日(火)  各支所交通担当（防災自治課）へ情報提供 
                               ･改正は協議事項ではなく決定事項であること 
                を添え連絡。(金城・旭) 
  令和元年 5月 1日(水)頃  石見交通が各バス停にダイヤ改正のお知らせ貼付 

    令和元年 5月 15日(水)   島根県交通対策課より最終の改正内容情報提供 
 
3  運行ダイヤ改正に際しての石見交通の乗降調査結果について 
      調査期間：平成 31年 1月 30日 ～ 平成 31年 2月 14日 
（1）有福線 

   最終便の利用実績に国府地区内乗降者無し 
（2）今市線  

   周布行きの利用実績に金城・旭地区乗降者は 1名。 
   今市行きの利用実績に金城・旭地区乗降者は 27名 

（3）浜田益田線   
   益田行きの利用実績に周布以西地区乗降者は 1名。 

（4）周布線   

   利用実績は 58名。 
  

4  運行ダイヤ改正に伴う手続き・取扱いについて(道路運送法) 
（1）民間路線バスの路線廃止 
      平成 14年 2月以前   許可制（関係市町村との協議・調整要）  
      平成 14年 2月以降   届出制（関係市町村との協議・調整不要） 
（2）民間路線バスのダイヤ改正・運行回数変更 
      運行系統の廃止  事前届出（30日前）（関係市町村との協議・調整不要） 

運行回数の変更  事前届出（30日前）（関係市町村との協議・調整不要） 
運行時刻の変更  事後届出（関係市町村との協議・調整不要） 

令 和 元 年 5 月 2 3 日 

総 務 文 教 委 員 会 資 料 

地域政策部まちづくり推進課 










